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レ
ポ
ー
ト
、

も
出
る
?

政
治
、
教
育
な
ど
積
極
的
記
述

宅
総
理
府
は
、
来
年
九
月
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
た
め
の

「
国
別
報
告
書
」

ン
ト
リ

l
レ
ポ
ー
ト
)
の
最
終
文
書
を
発
表
し
た
。

と
の
報
告
書
は
、
国
連
が
各

0
0の
要
望
に
応
え
、
異
例
の

国
政
府
に
提
出
を
求
め
て
い
る
公
開
に
踏
み
き
っ
た
と
言
う
。

も
の
で
、
英
訳
さ
れ
九
月
下
旬
今
回
の
女
性
会
識
に
あ
た
つ

に
国
連
に
提
出
さ
れ
た
が
、

N

て
は
、
世
界
的
に
、

N
G
o、

た
だ
し
、
微
軍
慰
安
婦
、
瞬
間
外
子
差
別
じ
は
ノ
行
も
触
れ
ず

草
の
根
の
声
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
流
れ
が
強
く
、
総
理
府

男
女
共
同
参
画
室
(
当
時
婦
人

問
題
担
当
室
)
も
、
こ
と
し
三

月
、
民
間
団
体
か
ら
の
要
望
を

聞
く
会
を
開
き
、
民
閣
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
努
力
を
払
っ
て

き
た
。報
告
書
は
あ
ち
か
じ
め
決
ま

っ
て
い
る
項
目
に
し
た
が
っ
て

脅
か
な
り
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

ペ
ー
ジ
数
も
決
ま
っ
て
い
る
と

い
う
制
約
の
も
と
で
、

N
G
O

の
要
望
を
入
れ
る
努
力
が
な
さ

れ
た
。たと
え
ば
、
政
治
へ
の
参
画

で
は
女
性
の
識
員
の
比
率
が
ま

だ
ま
だ
低
い
現
状
を
認
め
、
上

級
学
校
進
学
率
も
大
学
と
短
大

を
分
け
て
書
き
(
短
大
も
コ
ミ

に
す
る
と
女
子
の
進
学
率
の
方

が
男
子
を
上
回
る
が
、
四
年
制

大
学
で
は
女
子
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
)
、
大
学
の
女
性
教
員
の

登
用
実
態
を
詳
し
く
書
き
加
-
え

る
な
ど
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
一
方
、
買
春
問
題
、
女
性
へ

の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
の
女
性
の
人
権
問

題
と
し
て
の
書
き
込
み
は
、
不
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中間日二戦 なぜ
のにの十後
五及十九補 の外

人
の
元
従
軍
慰
安
婦
は
じ
め
、

多
数
の
日
本
人
も
加
わ
っ
て
行

っ
た
。
衆
院
第
一
議
員
会
館
前

の
道
路
に
は
ハ
ン
ス
ト
の
人
々

が
座
り
込
み
、
怒
り
を
ぶ
つ
り

た
。

(
写
真
は
ハ
ン
ス
ト
幻
時

間
目
。
一
人
の
元
慰
安
婦
は
疲

労
の
た
め
横
た
わ
っ
て
い
る
)

来
日
中
の
五
人
の
元
従
軍
慰
安
婦
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山
山
川
川
川
山
山
山
川
山
山
川
山
川
川
川
川
川
川
川
山
山
山
山
山
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
ー

は
な
い
け
れ
ど
、
結
婚
の
資
格
が
あ
ま
す

(出
身
州
に
よ
っ
て
、
あ
て
は
川

川

川川

uh--制
仙
川
叫

ド
川
叫
劃
川
川
川
芳
川
川
い

L
E
H川
町
同
州
国
白
山
リ
b
川

る
か
の
確
認
に
つ
い
て
は
受
け
ね
ば
ま
ら
な
い
時
も
あ
る
号
う
で
す
)。

川

川

緑

l
J

l
村
Hi
l
lHH
HH]謡

L
J一一面
川

な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
塁
本
人
が
管
室
量
す
る
と
、
川

4

4

巴

、

:
1
1
J
I
S

避
け
る
た
め
、
本
国
に
お
い
て
の
法
領
事
署
名
の
宣
智
容
が
発
行
さ
抗
ま
川

川

日

国

襲

撃

だ

か

ら

と

い

う

駅

で

は

、

民

事
婚
手
続
きの
後
で
の
自
由

日
の
日
本
の
結
婚
式
場
と
同
じ
で
律
的
な
婚
姻
状
態
の
譲
密
雲

南

す

。
乙
れ
も
ま
た
、
ラ
ッ
チ
オ
州
の
川

川

U
は
な
い
の
だ
る
つ
け
れ
ど
、
こ
の
と
裁
量
に
な
る
み
た
い
で
す
。
言
葉

を

す

。

第
に
提
出
す
る
の
で
す
。

文
書
課
に
提
出
し
て
誌
の
領
事
の
川

川

一

ノ

こ

ろ

身

の

回

り
に
結
婚
す
る
カ
ップ

換
え
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
整
官
の
発
い
ず
れ
の
式
場
で
結
婚
す
る
に
し
日
本
人
の
場
合
、
一戸
籍
が
そ
の
役
署
名
で
あ
る
乙
と
を
証
明
・
篠
印
し
川

川

島

ル

が

増

え

て

い

ま

す

。
で
、
今
回
は

行
す
る
結
婚
証
明
の
み
が
、
第
が
て
も
、
ま
ず
ロ
1
マ
市
に
結
婚
し
た
創
を
果
た
し
ま
す
。
領
事
館
に
戸
籍
て
も
ら
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
場
川

州
司
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が
ロ
!
?
で
発
行
す
る
物
と
思
議
威
を
持
つ
い
旨
事
摘
し
、
結
婚
の
一資
格
が
あ
撃
を
提
出
し
、
「
婚
姻
要
件
具
備
合
、
イ
タ
リ
ア
政
府
と
し
て
は
そ
れ

川

川

マ

結
婚
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

る
か
(
F
・)
確
慨
を
受
け
ね
ば
な
り
鉦
明
・
」
と
呼
ば
れ
る
物
を
イ
タ
リ
だ
け
で
は
不
安
な
の
か
、
イ
タ
リ
ア
川

川

ト

か
、
と
い
、
つ
お
話
。

の
役
所
で
十
八
歳
以
上
の
証
人
四
人
川

一

仁

ず

1

日
比
七
長
持
ま
ず
資
格
の
確
認
か
ら
民
話
路
信

州

、

つ

外

国

人

は

か

な

り

い

る

み

た

い

で

、

;

a『j
i
-
-
i
t

(手
数
料
士
芳
リ
ラ
)
。
こ
れ
も
川

馴

す
。
ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の

整

言

ど

、

文

量

宙

線

で

の

確

腺

が

必

要

。

川

川

自
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雲
信
者
の
た

0

・
口
|
マ
で
結
婚
す
る
に
は
:
そ
の

1
・
。

以
上
受
信
矢
ス
ポ
l
毒

川

川

-

M

め
に
窓
口
を
綬
け
て
い
る
ほ
ど
で
す

っ
て、ロ
l
マ
市
の
登
録
眼
へ
行
き
、
川

川

露

聖

人

気

の

ほ

ど

が

わ

か

る

で

し

カ

ト

リ

ッ

ク

教

会

の

権

威

結
婚
を
申

Eす
。
霊
式
の
白
川

川

忌

E
E

ょ
う
。

取
り
と
そ
れ
に
先
立
つ
ジ
ュ
ラ
メ
ン
州

川

M
也

有
名
・
無
名
古
混
ぜ
て
四
百
以
ム
ッ
ソ
リ
1
一
一
が
、
そ
の
昔
、
教
ま
せ
ん
。
ロ
l
マ
市
民
の
雲
市
ア
語
で
作
成
し
て
き
い
(
手
数
料
ト
と
呼
ば
れ
る
申
鱈
手
続
き
の
田
市

川

許

証

上
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
の
挙
式
会
と
権
威
毒
つ
た
め
に
華
民
役
所
語
録
し
て
ゴ
ミ
の
税
金
を
納
一
万
九
百
リ
ラ
)
、
そ
れ
を
フ
ッ
チ
り
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
ジ
ュ
ラ
メ
ン
川

川

一

訟

を
選
ぶ
か
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
デ
り
付
け
た
と
い
う
芭
庁
舎
の
結
婚
式
め
て
い
る
か
ど
っ
か
が
ポ
イ
ン
ト
)、

オ
州
の
文
書
練
に
提
出
し
て
本
物
の
ト
に
は
、
二
人
の
鉦
人
が
必
要
で
、
州

川
日
目
盈
ザ
イ
ン
し
た
と
い
わ
れ
る
カ
ン
ピ
ド
場
は
、
コ
ン
サ
ル
パ
ト
l
リ
宮
殿
の
結
婚
の
意
思
表
示
は
十
四
日
間
所
定
領
事
の
署
名
で
多
@
と
と
を
証
明
・
イ
タ
リ
ア
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な
川

川

断

山

田

リ
オ
に
あ
需
庁
舎
自
の
結
婚
式
一
角
に
あ
り
、
な
か
な
か
風
格
の
あ
の
場
所
に
張
り
出
さ
れ
て
、
他
の
市
僚
印
し
て
も
ら
い
ま
す
(
手
数
料
十
い
と
考
え
ろ
れ
る
時
に
は
、
通
駅
員
川

川

i
d
君
、
ロ
l
マ
市
助
役
に
よ
る
量
る
場
所
で
す
。
震
の
良
い
季
節
の
民
に
対
し
て
確
繁
行
わ
れ
ま
す

五
万
リ
ラ
)
。
偽
造
防
止
の
た
め
と
格
は
無
く
て
も
よ
い
)
の
同
行
が
品

川

均

婚
を
行
-
っ
か
は
、
本
人
た
ち
の
選
沢
土
・
日
な
ど
、
カ
ン
ピ
ド
リ
オ
に
は
(
文
句
が
つ
宮
走
路
は
、
聞
い
は
い
-
ぇ
、
室
に
大
変
。

求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
人
た
ち
が
、
川

川

♂

に
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
事
室
を
つ
げ
た
人
た
ち
が
溢
れ
た
乙
と
が
な
い
け
れ
ど
、
雲
に
は
ア
メ
リ
カ
人
の
場
合
は
、
ア
メ
リ

結
婚
式
の
当
日
も
鉦
人
と
し
て
付
市

川

一

で
の
妻
、
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
か
え
り
、
次
々
に
新
し
い
カ
ッ
プ

ル

き

っ
と
あ
る
の
だ
と
患
っ
)。

カ
領
事
館
で
の
喜
奮
が
「
婚
姻
要

添
う
こ
と
足
り
ま
す

(手
数
料
十
川

州

以
外

2
m教
で
の
結
婚
式
に
つ
い
て
が
誕
生
し
て
い
き
ま
す
。
大
安
・
祝
外
国
人
の
場
合
、
乙
の
張
り
出
し
件
具
備
証
明
書
」
の
代
わ
り
に
な
り
五
万
リ
ラ
)
。
(腕
き
は
次
号
)

州

当
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カ

十
分
で
あ
り
、
非
嫡
出
子
問
題

に
は
触
れ
て
い
な
い
。

労
働
問
題
も
、
女
性
の
賃
金

が
男
性
の
六
割
に
過
ぎ
な
い
現

実
は
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
を
、
妊
娠
・
出
産
で
退
職
す

る
女
性
が
ま
だ
多
い
た
め
、
と

片
づ
け
て
い
る
の
は
、
企
業
内

の
男
女
差
別
の
実
態
を
、
訴
訟

や
均
等
法
に
よ
る
調
停
に
訴
、
え

て、

闘
っ
て
い
る
女
性
た
ち
か

ち
抗
議
が
出
そ
う
だ
。

が
、
特
に
論
議
を
呼
び
そ
う

な
の
は
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
が

た
だ
の
一
行
も
密
か
れ
な
か
っ

た
と
と
。

三
月
の
会
で
も
、

N
G
Oか

ら
、
乙
の
問
題
だ
け
は
ほ
ほ
か

む
り
は
で
き
な
い
、
ア
ジ
ア
の

目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
強
い
要

望
が
出
て
い
た
。
し
か
し
と
れ

は
「
過
去
の
乙
と
で
あ
る
。
乙

の
報
告
書
は
一
九
八
O
年
以
降

の
現
状
と
取
り
組
み
状
況
の
見

直
し
で
あ
る
」
と
い
う
外
務
省

の
強
い
見
解
で
、
結
局
一

一一言も

触
れ
な
い
乙
と
に
な
っ
た
と
い

う
。い
く
つ
か
の
N
G
Oは
、
カ

ウ
ン
タ
ー
レ
i
ポ
l
ト
(反
論
)

を
提
出
す
る
乙
と
に
な
り
そ
、
つ

だ
。

(S
)

非
常
勤
で
は
お
か
し
い

f

璽
尽
都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
の
直
営
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
昨

専
門
員
(
非
常
勤
職
員
)
十
三
年
、
東
京
女
性
財
団
の
経
営
と

人
は
、
九
月
、
東
京
都
韓
会
に
な
り
、
来
年
十
一
月
に
は
璽
尽

あ
て
「
東
京
都
女
性
情
報
セ
ン
・
青
山
に
で
き
る
東
京
ウ
イ
メ

タ
l
専
門
員
を
(
財
)
東
京
女
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
移
る
が
、
乙
の

性
財
団
常
勤
固
有
職
員
と
し
て
間
ず
っ
と
専
門
員
た
ち
は
非
常

の
雇
用
に
関
す
る
請
願
」
を
握
動
の
ま
ま
。
プ
ラ
ザ
開
設
が
穣

出
し
た
。

に
常
勤
に
し
て
ほ
し
い
と
財
団

東
京
都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
と
数
度
交
捗
υた
が
、
拒
否
さ

は
、
一
九
七
九
年
に
都
立
日
比
れ
、
最
後
の
手
段
と
し
て
都
議

谷
図
書
館
に
設
立
さ
れ
、
一
九
会
に
請
願
す
る
こ
と
に
な
っ
た

八
四
年
に
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
も
の
。

プ
ラ
ザ
に
移
っ
て
い
る
。
自
治
専
門
員
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー

体
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
先
駆
的
開
設
当
初
か
ら
十
年
間
の
キ
ャ

存
在
で
、
女
性
問
題
解
決
の
拠
リ
ア
を
持
つ
人
も
多
く
、
セ
ン

点
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
務
部
タ
l
愚
前
線
で
実
務
を
担
っ
て

門
を
除
き
、
実
務
は
す
べ
て
非
き
た
が
、
年
間
二
百
二
十
万
円

常
勤
職
員
が
担
っ
て
い
る
。
都
程
度
(
突
通
費
込
み
)
と
い
う

常勤職員にして fと
都議会に請願提出
東京都女性情報センター専門員13人

東
京
地
裁
が
請
求
棄
却

日
歳
定
年
違
法
の
訴
え
を

ラ
ジ
オ
日
本
の
安
藤
八
重
子
さん
の
訴
訟

に
遣
し
た
一
九
九
O
年
二
月
で

は
、
約
二
劃
の
ゆ
葉
が
五
十
五

歳
以
下
の
定
年
だ
っ
た
の
で
、

違
法
と
は
言
え
な
い
」
と
霊
口

の
主
張
を
遺
け
た
。

し
か
し
当
時
、
二
劃
の
会
社

が
五
十
五
歳
以
下
定
年
だ
っ
た

と
い
う
と
と
は
、
六
十
歳
定
年

が
、
八
割
の
社
会
常
識
と
な
っ

て
い
た
と
い
う
と
と
。
現
実
無

視
の
な
ん
と
も
非
常
識
な
判
決

ラ
ジ
オ
日
本
(
本
社
・
横
浜
)
と
の
裁
判
は
五
十
五
歳
定
年
と
、
傍
聴
席
を
満
員
に
し
た
支

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
安
藤
制
自
体
の
違
法
を
争
う
初
の
ケ
援
者
も
あ
き
れ
顔
。
年
金
の
支

八
重
平
さ
ん
が
「
六
+
歳
定
年

l
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
給
額
室
ハ十
五
歳
に
聖
王
げ

制
が
普
及
し
て
い
る
の
に
、
五
が
、
判
決
は
、
「
六
十
歳
定
年
る
動
き
も
あ
る
の
に
:
・と
批
判

十
五
歳
で
定
年
退
職
と
す
る
の
制
は
、
高
齢
化
社
会
に
進
展
し
の
声
続
出
。

は
違
法
」
と
し
て
訴
訟
し
て
い
た
我
が
園
で
は
、
企
業
が
負
う
安
藤
さ
ん
は
「
社
会
常
識
と

た
裁
判
で
、
璽
京
地
裁
(
遠
藤
社
会
的
責
務
」
と
判
断
し
な
が
か
け
離
れ
た
判
器
、
働
く
人

賢
治
裁
判
長
)
は
、
二
十
九
日
、
ら
も
、
安
藤
さ
ん
の
場
合
に
関
み
な
の
問
題
と
し
て
闘
い
た

塵
口
の
謂
求
を
棄
却
し
た
。

し
で
は
、
「
星
ロ
が
五
十
五
歳
い
」
と
高
裁
に
控
訴
し
た
。

と
い
-2言
葉
が
登
場
。
と
れ
は
向
上
な

Y
T。

「
先
頭
を
走
る
援
助
国
」
と
い
圏
二
目
、
広
島
広
域
公
園
陸

う
意
味
。力
を
入
れ
る
分
野
は
、
上
競
技
場
で
第
十
二
回
ア
ジ
ア

環
境
、
人
口
及
び
エ
イ
ズ
、
難
競
技
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ

民
へ
の
対
応
、
民
主
化

・
市
場
た
。
大
会
史
上
最
多
四
十
ニ
ヵ

経
済
へ
の
支
援
、
女
性
の
地
位
国
・
地
域
の
選
手
団
が
参
加
。

圃
国
連
安
保
理
に
名
乗
り

九
月
二
十
七
日
、
河
野
洋
平

副
総
理

・
外
相
は
国
連
総
会
で

演
説
。
武
力
行
使
の
原
則
を
明

言
し
た
上
で
、
常
任
理
事
国
と

し
て
責
任
を
果
す
用
意
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。

圏
認
知
後
の
非
嫡
出
子
へ
の

児
童
扶
養
手
当

法
律
上
の
結
婚
を
し
な
い
男

女
の
聞
に
生
ま
れ
た
子
供
(
非

嫡
出
子
)
が
父
親
か
ら
認
知
さ

れ
た
途
端
、
周
章
扶
養
手
当
が

打
ち
切
ら
れ
る
の
は
、
非
嫡
出

子
へ
の
差
別
、
と
い
う
奈
良
県

の
母
親
の
訴
え
に
対
し
、
二
十

八
日
奈
良
地
裁
は
「
法
の
下
の

平
等
を
保
障
し
た
憲
法
に
反
す

る
」
と
認
定
。
県
に
対
し
、
支

給
打
ち
切
り
の
取
竹
橋
し
を
命

じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

圏
外
務
省
「
O
D
A白
書
」

を
発
表
外
務
省
が
九
月
二
十
九
日
に

発
表
し
た
O
D
A白
書
に
よ
る

と
、
九
三
年
度
の
撞
助
実
績
は

百
十
二
億
〆
。
世
界
二
十
八
ヵ

国
中
で
、
一
二
年
連
続
最
大
の
擾

助
国
と
な
っ
た
。

今
回
、
新
た
な
目
標
と
し
て

ρ
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ナ
l
H

来
年
九
月
、
北
京
で
第
四
回
世
界
女
性
会
議
、

N
G
O女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
聞
か
れ
ま
す
c

弊
社
で
は
、
多
く
の
方
々
に
、
乙
の
偉
大
な
世
界
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
自
分
自
身
で
刻
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
か
ね
て
よ
り
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

J
T
B海
外
旅
行
本

社
内
支
居
主
催
の
「

H
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
H
ご
参
加
の
た
め
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
の

企
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
「
参
画
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
」
が
選
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
プ
ラ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
ニ

l
ズ
に
と
た
え
た
三
泊
四
日
か
ろ
七
泊
八
日
ま
で
の
十
四

の
プ
ラ
ン
で
す
0

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
、
お

一
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、

面
倒
な
手
続
き
の
代
{
句
通
訳
等
の
便
宜
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
希
望
者
へ
の
協
力
な
ど
を
考

え
ま
し
た
。
ま
た
「
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
た
め
の
募
金
活
動
も
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
、
積
極
的
な

「
参
加
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
ゃ
」
。
問
い
合
わ
せ
、
申
込
先
会

J
T
B海
外
旅
行
本
社
内
支
庖
・
世
界
女
性
会
議

・
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ス
ク
一
Tm東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一

l
六
l
四
交
通
公
社
ピ
ル
2
F

宮
閃
・

3
2
8
4
・
7
5
6
2

F
a
x
m
・
3
2
8
4
・
7
3
7
8
(担
当
・
海
老
原
、
太
田
、
矢
野
、
永
井
)

企

画

・

全

国

婦

人

新

聞

社

主
催
・
J
T
B
海
外
旅
行
本
社
内
支
庖

安
い
報
酬
で
働
い
て
い
る
。
経
一

験
を
積
ん
で
も
給
与
は
上
が
ち一

ず
、
今
年
三
月
に
一
番
古
い
人一

が
辞
め
た
が
、
退
職
金
も
無
か
一

っ
た
と
い
う
。

「
都
の
男
女
平
一

等
施
策
の
中
心
と
な
る
セ
ン
タ
一

ー
と
し
て
、
経
済
的
自
立
も
で
一

き
な
い
の
で
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
一

い
ま
全
開
札
女
性
の
セ
ン
タ
ー
一

が
で
き
て
い
る
が
、
非
常
勤
や
一

ア
ル
バ
イ
ト
で
安
上
が
り
に
す
一

ま
せ
よ
う
と
す
る
所
が
多
い
。
一

東
京
は
全
国
の
モ
デ
ル
と
し
一

て
、
常
勤
と
し
て
雇
用
し
て
ほ
一

し
い
H
と
訴
え
て
い
る
。

一

な
お
、
こ
の
摘
願
に
は
金
政
一

角
か
超
党
派
で
紹
介
議
員
に
な
一

っ
て
い
る
。

近
ご
ろ
わ
が
家
の

あ
た
り
は
カ
ラ
ス
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
置
場
に
集
団

で
襲
撃
、
食
い
散
ら

す
の
で
あ
る
V
ノ
ラ
猫
も
い
る

が
こ
ち
ろ
は
人
が
来
る
と
サ
ッ

と
物
か
げ
に
隠
れ
る
。
カ
ラ
ス

は
一
応
飛
ひ
立
つ
が
、
そ
こ
ら

の
電
線
や
塀
の
上
に
と
ま
っ
て

悠
然
と
見
お
ろ
し
て
い
る
。五、

六
羽
も
い
る
と
威
圧
さ
れ
る
よ

う
で
、
ヒ
チ
コ

ッ
ク
の
「
鳥
」

を
思
い
出
し
て
し
ま
っ
。
食
べ

方
に
し
て
も
、

ノ
ラ
猫
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
の
破
れ
目
に
頭
を
つ
っ

こ
ん
で
コ
ソ
コ
ソ
食
べ
て
い
る

と
い
う
風
だ
が
、
カ
ラ
ス
の
そ

れ
は
、
あ
た
り

一
面
ゴ
ミ
散
乱
。

ま
乙
と
に
節
度
が
な
い
V
わ
が

家
の
近
所
に
は
学
校
も
多
い
し

寺
も
あ
る
。
カ
ラ
ス
が
い
る
だ

り
ま
だ
自
然
が
あ
る
の
か
と
患

っ
た
が
、
カ
ラ
ス
以
外
の
鳥
を

パ
ッ
タ
リ
見
な
く
な
っ
た
の
に

気
づ
い
た
。
雀
さ
え
見
な
い
。

昔
は
ど
ん
な
町
の
中
に
で
も
い

た
が
。
と
の

一
週
間
気
を
つ
け

て
み
た
が
、
カ
ラ
ス
以
外
は
ハ

ト
一
羽
に
遭
っ
た
だ
け
O

H

節

度
の
な
い
H

カ
ラ
ス
し
か
生
息

で
き
な
い
地
域
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
V
節
度

が
な
い
と
い
え
ば
、
永
田
町
は

ま
す
ま
す
節
度
が
な
い
人
で
あ

ふ
れ
る
、
と
思
っ
た
の
が
「
藤

波
無
罪
判
決
」

。
い
か
に
金
を

も
ら
っ
て
い
て
も
、
ワ
イ
ロ
と

認
識
せ
ず
、

E
当
な
政
治
的
献

金
と
思
っ
て
い
れ
ば
無
罪
と
は

/
わ
ざ
わ
ざ
と
れ
は
ワ
イ
ロ
で

す
よ
、
と
乙
と
わ
っ
て
渡
す
人

も
い
る
ま
い
。
袖
の
下
オ
l
ル

オ
ー
ケ
ー
。

「
政
治
改
革
」
つ

て
な
ん
の
と
と
?
V
近
ご
ろ
の

裁
判
所
は
、
へ
ン
な
判
決
ば
か

り
出
る
か
ら
期
待
し
て
は
い
な

か
っ
た
り
れ
ど
、
ま
こ
と
ひ
ど

い
判
決
だ
っ
た
。
乙
れ
で
は
タ

ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
の
名
所
・
永
田

町
に
、
節
度
の
な
い
カ
ラ
ス
が

は
び
こ
っ
て
、
い
よ
い
よ
チ
ミ

モ
ウ
リ
ョ
ウ
の
巣
と
な
り
そ
う

だ
。
乙
ん
な
と
と
い
っ
た
ら
、

タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
や
カ
ラ
ス
に
、

あ
い
つ
ら
と

一
し
ょ
に
す
る

な
、
と
叱
ち
れ
る
か
な
?

伝吾参

監修/鈴木裕子 編著/(財)東京女性財団

先駆者たちの肖像 1957内
・明日を拓いた女性たち 増刷出来/

明治 ，大正 ・昭和の女性にきびしい時代を、

果敢に生きた95人の写真によるプロフィー
ル。 f止eic:.たちのE2かな，&mは、今を生きる私
たちに多くのことを認りかけてくれる。

もろさわょうこ 1751円

オルタナティブのおんな論
今あるものとはかlの価値体系による、沖縄、部
務を伎座にすえた新しい地平からのおんな論。

金森トシエ 1751円

老いを看とり致をうたう
.家族の歳 月

子をあやし、老いを肴とり、やがて自身も老い
ていく一一ーやさしく生きるための知恵と心斜。

鐙島区立男女平等推進センター編 1648円

男が語る一家族・家庭
結締・餓館、性、子育て、介護、仕事などをとお
して、女と努の新し」、関係を、 4月の本音てす吾る。

石牟礼道子 1854円

食べごしらえおままごと
『苦海浄土』のミ存者手づくりの料理を写真で
紹介し、たべものにまつわるエッセーを収録。

NHK r私の本栂IJで朗読中。
ドメス出版
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⑨
「
や
ら
せ
」
現
場
か
ら
の
証
言
ノ

ム
ス
タ
ン
の
真
実

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ

ル
取
材
班
に
同
行
し
た
写
真
家
が
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

ル
ポ
と

ω余
枚
の
写
真
で
、
奥
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
驚
く
べ
き
「
や
ら
せ
」
取
材

の
舞
台
裏
を
赤
操
々
に
明
か
す
。
今
秋
の
話
題
作
f

定
価
1
9
0
0
円

⑨
勇
気
あ
る
告
発
に
高
ま
る
共
感
の
声
/

渇
憾
だ
ら
け
の
百
名
ム
加
藤
久
崎

ブ
ー
ム
の
陰
で
忍
ぴ
よ
る
開
発
の
魔
手
、
そ
し
て
「
山
の
分
割

・
民
営
化
、

長
野
五
給
に
揺
れ
る
白
鳥
岳
を
は
じ
め
、
八
ヶ
岳
、白
山
、富
士
山
、
北
ア
ル

プ
ス
に
「
山
が
山
で
な
く
な
る
日
」
が
・
増
刷
出
来
f

定
価
1
9
0
0
円

v
h
h
F

、‘HH
6
h
m

門リ司

&
A
H

吋
J
札

wkr-=ν
ム品

詑;E53j史的常持υベルタ出版

小

松

健

日
本
科
撃
者
会

a
g
素
朴
な
疑
問
か
ら

北
朝
鮮
の
核
疑
惑
、
高
速
増
殖
炉
ま
で
、
い
ま

問
題
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
す
べ
て
に
つ

い
て

平
易
に
答
え
る
入
門
書。

定
価
1
0
0
0円

子ど也定吉の大好き!et
ぐ-Qぐ-Qd5i信本F

日本傑作絵本シリーズ14オから
スズキコでii乍/定価1，100円(蹴込)/32頁

とても暑い目。忘れられ疋帽予ガきっか

けで、動物定ちが次々 じl3ifuの持ち物を忘
れ疋り、落とし疋り.."..。愉快な創作ぐ

るぐる話総本。

@福音館書庖

らあっさのせい?

干113東京都文京区本駒込6-6-3ft03・3942-1226

--R文
同

国

の

パ

ン

の

オ

l
ル
カ
ラ
1
.

天
然
醇
母
で
国
産
小
賓
の
和
風
パ
ン
J
M
憎
い
目
白
日
晴

天
然
欝
母
で
国
産
小
麦
ハ
ン
崎
明
日
目
白
縫

国
産
小
愛
で
パ
ン
を
焼
く
戸
伊
伊
噸

…
日
本
…
一
の
貨
建
…
活
全
集
一
……

国函函館実呈

， 
世
北
海
道
(
戸
イ
ヌ
は
問
団
巷
〉
か
ら
沖

縄
ま
で
の
県
別
総
巻
と
、
日
本
の

食
事
事
典
I
H
を
図
図
巻
に
し
て

完
結
/
「
食
」
園
間
へ
の
宝
庫
で
す
。

・A5判
上
製
・
本
文
平
山
河
川
制
頁
/

カ
ラ
ー
ロ
総
多
脂
血

・月
報
付

・
全
印
晶
官
惜
畑
価
H

同万
5
干
円

-
各
巻

2
9
0
0円
(
分
売
可
)

第 1077号安君子 ノ、来斤田明

<M，質本位》のうすくち

ヒカシマル醤油

第三種郵便物認可}( 1950年 4月創干Ij

い.rvvご購読料山.rvv

1年 6，000円
(郵送料1，7∞円を含む)

呪金・t)J手・t反fFで前納
月 31~11iitfi-
10日・ 20日・ 30日

昭和46年 7月30日国査を〈月曜日〉

5(: h f町

全国婦人新聞社

干160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝幸西新宿ビル
電話 03(3343)1846ff却
FAX 03 (3348) 1 8 9 0 
振替口座 00150-7-172320
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本紙は女性!之よる平和と平等を推進します

オ994年 10月守 O日

反
論

-ヒ刀シ:;"レ圏.a....正室町

ヘ
カ
ウ
ン
タ
ー
J

Y

レ
ポ
ー
ト
、

も
出
る
?

政
治
、
教
育
な
ど
積
極
的
記
述

宅
総
理
府
は
、
来
年
九
月
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
た
め
の

「
国
別
報
告
書
」

ン
ト
リ

l
レ
ポ
ー
ト
)
の
最
終
文
書
を
発
表
し
た
。

と
の
報
告
書
は
、
国
連
が
各

0
0の
要
望
に
応
え
、
異
例
の

国
政
府
に
提
出
を
求
め
て
い
る
公
開
に
踏
み
き
っ
た
と
言
う
。

も
の
で
、
英
訳
さ
れ
九
月
下
旬
今
回
の
女
性
会
識
に
あ
た
つ

に
国
連
に
提
出
さ
れ
た
が
、

N

て
は
、
世
界
的
に
、

N
G
o、

た
だ
し
、
微
軍
慰
安
婦
、
瞬
間
外
子
差
別
じ
は
ノ
行
も
触
れ
ず

草
の
根
の
声
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
流
れ
が
強
く
、
総
理
府

男
女
共
同
参
画
室
(
当
時
婦
人

問
題
担
当
室
)
も
、
こ
と
し
三

月
、
民
間
団
体
か
ら
の
要
望
を

聞
く
会
を
開
き
、
民
閣
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
努
力
を
払
っ
て

き
た
。報
告
書
は
あ
ち
か
じ
め
決
ま

っ
て
い
る
項
目
に
し
た
が
っ
て

脅
か
な
り
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

ペ
ー
ジ
数
も
決
ま
っ
て
い
る
と

い
う
制
約
の
も
と
で
、

N
G
O

の
要
望
を
入
れ
る
努
力
が
な
さ

れ
た
。たと
え
ば
、
政
治
へ
の
参
画

で
は
女
性
の
識
員
の
比
率
が
ま

だ
ま
だ
低
い
現
状
を
認
め
、
上

級
学
校
進
学
率
も
大
学
と
短
大

を
分
け
て
書
き
(
短
大
も
コ
ミ

に
す
る
と
女
子
の
進
学
率
の
方

が
男
子
を
上
回
る
が
、
四
年
制

大
学
で
は
女
子
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
)
、
大
学
の
女
性
教
員
の

登
用
実
態
を
詳
し
く
書
き
加
-
え

る
な
ど
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
一
方
、
買
春
問
題
、
女
性
へ

の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
の
女
性
の
人
権
問

題
と
し
て
の
書
き
込
み
は
、
不

川~砂川一致一一

一一怒川州一い…一

在校外国人に御人補償Lないのかノ
ぶ九日償 か国
ハ時の間い !!人 「
ンま朝題つL..11 日
スで十の乙 に本

名五票襲足 突薦

書224Z院
中間日二戦 なぜ
のにの十後
五及十九補 の外

人
の
元
従
軍
慰
安
婦
は
じ
め
、

多
数
の
日
本
人
も
加
わ
っ
て
行

っ
た
。
衆
院
第
一
議
員
会
館
前

の
道
路
に
は
ハ
ン
ス
ト
の
人
々

が
座
り
込
み
、
怒
り
を
ぶ
つ
り

た
。

(
写
真
は
ハ
ン
ス
ト
幻
時

間
目
。
一
人
の
元
慰
安
婦
は
疲

労
の
た
め
横
た
わ
っ
て
い
る
)

来
日
中
の
五
人
の
元
従
軍
慰
安
婦

出=
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川

川
山
山
川
川
川
山
山
山
川
山
山
川
山
川
川
川
川
川
川
川
山
山
山
山
山
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
ー

は
な
い
け
れ
ど
、
結
婚
の
資
格
が
あ
ま
す

(出
身
州
に
よ
っ
て
、
あ
て
は
川

川

川川

uh--制
仙
川
叫

ド
川
叫
劃
川
川
川
芳
川
川
い

L
E
H川
町
同
州
国
白
山
リ
b
川

る
か
の
確
認
に
つ
い
て
は
受
け
ね
ば
ま
ら
な
い
時
も
あ
る
号
う
で
す
)。

川

川

緑

l
J

l
村
Hi
l
lHH
HH]謡

L
J一一面
川

な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
塁
本
人
が
管
室
量
す
る
と
、
川

4

4

巴

、

:
1
1
J
I
S

避
け
る
た
め
、
本
国
に
お
い
て
の
法
領
事
署
名
の
宣
智
容
が
発
行
さ
抗
ま
川

川

日

国

襲

撃

だ

か

ら

と

い

う

駅

で

は

、

民

事
婚
手
続
きの
後
で
の
自
由

日
の
日
本
の
結
婚
式
場
と
同
じ
で
律
的
な
婚
姻
状
態
の
譲
密
雲

南

す

。
乙
れ
も
ま
た
、
ラ
ッ
チ
オ
州
の
川

川

U
は
な
い
の
だ
る
つ
け
れ
ど
、
こ
の
と
裁
量
に
な
る
み
た
い
で
す
。
言
葉

を

す

。

第
に
提
出
す
る
の
で
す
。

文
書
課
に
提
出
し
て
誌
の
領
事
の
川

川

一

ノ

こ

ろ

身

の

回

り
に
結
婚
す
る
カ
ップ

換
え
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
整
官
の
発
い
ず
れ
の
式
場
で
結
婚
す
る
に
し
日
本
人
の
場
合
、
一戸
籍
が
そ
の
役
署
名
で
あ
る
乙
と
を
証
明
・
篠
印
し
川

川

島

ル

が

増

え

て

い

ま

す

。
で
、
今
回
は

行
す
る
結
婚
証
明
の
み
が
、
第
が
て
も
、
ま
ず
ロ
1
マ
市
に
結
婚
し
た
創
を
果
た
し
ま
す
。
領
事
館
に
戸
籍
て
も
ら
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
場
川

州
司
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が
ロ
!
?
で
発
行
す
る
物
と
思
議
威
を
持
つ
い
旨
事
摘
し
、
結
婚
の
一資
格
が
あ
撃
を
提
出
し
、
「
婚
姻
要
件
具
備
合
、
イ
タ
リ
ア
政
府
と
し
て
は
そ
れ

川

川

マ

結
婚
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

る
か
(
F
・)
確
慨
を
受
け
ね
ば
な
り
鉦
明
・
」
と
呼
ば
れ
る
物
を
イ
タ
リ
だ
け
で
は
不
安
な
の
か
、
イ
タ
リ
ア
川

川

ト

か
、
と
い
、
つ
お
話
。

の
役
所
で
十
八
歳
以
上
の
証
人
四
人
川

一

仁

ず

1

日
比
七
長
持
ま
ず
資
格
の
確
認
か
ら
民
話
路
信

州

、

つ

外

国

人

は

か

な

り

い

る

み

た

い

で

、

;

a『j
i
-
-
i
t

(手
数
料
士
芳
リ
ラ
)
。
こ
れ
も
川

馴

す
。
ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の

整

言

ど

、

文

量

宙

線

で

の

確

腺

が

必

要

。

川

川

自
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雲
信
者
の
た

0

・
口
|
マ
で
結
婚
す
る
に
は
:
そ
の

1
・
。

以
上
受
信
矢
ス
ポ
l
毒

川

川

-

M

め
に
窓
口
を
綬
け
て
い
る
ほ
ど
で
す

っ
て、ロ
l
マ
市
の
登
録
眼
へ
行
き
、
川

川

露

聖

人

気

の

ほ

ど

が

わ

か

る

で

し

カ

ト

リ

ッ

ク

教

会

の

権

威

結
婚
を
申

Eす
。
霊
式
の
白
川

川

忌

E
E

ょ
う
。

取
り
と
そ
れ
に
先
立
つ
ジ
ュ
ラ
メ
ン
州

川

M
也

有
名
・
無
名
古
混
ぜ
て
四
百
以
ム
ッ
ソ
リ
1
一
一
が
、
そ
の
昔
、
教
ま
せ
ん
。
ロ
l
マ
市
民
の
雲
市
ア
語
で
作
成
し
て
き
い
(
手
数
料
ト
と
呼
ば
れ
る
申
鱈
手
続
き
の
田
市

川

許

証

上
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
の
挙
式
会
と
権
威
毒
つ
た
め
に
華
民
役
所
語
録
し
て
ゴ
ミ
の
税
金
を
納
一
万
九
百
リ
ラ
)
、
そ
れ
を
フ
ッ
チ
り
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
ジ
ュ
ラ
メ
ン
川

川

一

訟

を
選
ぶ
か
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
デ
り
付
け
た
と
い
う
芭
庁
舎
の
結
婚
式
め
て
い
る
か
ど
っ
か
が
ポ
イ
ン
ト
)、

オ
州
の
文
書
練
に
提
出
し
て
本
物
の
ト
に
は
、
二
人
の
鉦
人
が
必
要
で
、
州

川
日
目
盈
ザ
イ
ン
し
た
と
い
わ
れ
る
カ
ン
ピ
ド
場
は
、
コ
ン
サ
ル
パ
ト
l
リ
宮
殿
の
結
婚
の
意
思
表
示
は
十
四
日
間
所
定
領
事
の
署
名
で
多
@
と
と
を
証
明
・
イ
タ
リ
ア
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な
川

川

断

山

田

リ
オ
に
あ
需
庁
舎
自
の
結
婚
式
一
角
に
あ
り
、
な
か
な
か
風
格
の
あ
の
場
所
に
張
り
出
さ
れ
て
、
他
の
市
僚
印
し
て
も
ら
い
ま
す
(
手
数
料
十
い
と
考
え
ろ
れ
る
時
に
は
、
通
駅
員
川

川

i
d
君
、
ロ
l
マ
市
助
役
に
よ
る
量
る
場
所
で
す
。
震
の
良
い
季
節
の
民
に
対
し
て
確
繁
行
わ
れ
ま
す

五
万
リ
ラ
)
。
偽
造
防
止
の
た
め
と
格
は
無
く
て
も
よ
い
)
の
同
行
が
品

川

均

婚
を
行
-
っ
か
は
、
本
人
た
ち
の
選
沢
土
・
日
な
ど
、
カ
ン
ピ
ド
リ
オ
に
は
(
文
句
が
つ
宮
走
路
は
、
聞
い
は
い
-
ぇ
、
室
に
大
変
。

求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
人
た
ち
が
、
川

川

♂

に
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
事
室
を
つ
げ
た
人
た
ち
が
溢
れ
た
乙
と
が
な
い
け
れ
ど
、
雲
に
は
ア
メ
リ
カ
人
の
場
合
は
、
ア
メ
リ

結
婚
式
の
当
日
も
鉦
人
と
し
て
付
市

川

一

で
の
妻
、
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
か
え
り
、
次
々
に
新
し
い
カ
ッ
プ

ル

き

っ
と
あ
る
の
だ
と
患
っ
)。

カ
領
事
館
で
の
喜
奮
が
「
婚
姻
要

添
う
こ
と
足
り
ま
す

(手
数
料
十
川

州

以
外

2
m教
で
の
結
婚
式
に
つ
い
て
が
誕
生
し
て
い
き
ま
す
。
大
安
・
祝
外
国
人
の
場
合
、
乙
の
張
り
出
し
件
具
備
証
明
書
」
の
代
わ
り
に
な
り
五
万
リ
ラ
)
。
(腕
き
は
次
号
)

州

当
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カ

十
分
で
あ
り
、
非
嫡
出
子
問
題

に
は
触
れ
て
い
な
い
。

労
働
問
題
も
、
女
性
の
賃
金

が
男
性
の
六
割
に
過
ぎ
な
い
現

実
は
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
を
、
妊
娠
・
出
産
で
退
職
す

る
女
性
が
ま
だ
多
い
た
め
、
と

片
づ
け
て
い
る
の
は
、
企
業
内

の
男
女
差
別
の
実
態
を
、
訴
訟

や
均
等
法
に
よ
る
調
停
に
訴
、
え

て、

闘
っ
て
い
る
女
性
た
ち
か

ち
抗
議
が
出
そ
う
だ
。

が
、
特
に
論
議
を
呼
び
そ
う

な
の
は
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
が

た
だ
の
一
行
も
密
か
れ
な
か
っ

た
と
と
。

三
月
の
会
で
も
、

N
G
Oか

ら
、
乙
の
問
題
だ
け
は
ほ
ほ
か

む
り
は
で
き
な
い
、
ア
ジ
ア
の

目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
強
い
要

望
が
出
て
い
た
。
し
か
し
と
れ

は
「
過
去
の
乙
と
で
あ
る
。
乙

の
報
告
書
は
一
九
八
O
年
以
降

の
現
状
と
取
り
組
み
状
況
の
見

直
し
で
あ
る
」
と
い
う
外
務
省

の
強
い
見
解
で
、
結
局
一

一一言も

触
れ
な
い
乙
と
に
な
っ
た
と
い

う
。い
く
つ
か
の
N
G
Oは
、
カ

ウ
ン
タ
ー
レ
i
ポ
l
ト
(反
論
)

を
提
出
す
る
乙
と
に
な
り
そ
、
つ

だ
。

(S
)

非
常
勤
で
は
お
か
し
い

f

璽
尽
都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
の
直
営
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
昨

専
門
員
(
非
常
勤
職
員
)
十
三
年
、
東
京
女
性
財
団
の
経
営
と

人
は
、
九
月
、
東
京
都
韓
会
に
な
り
、
来
年
十
一
月
に
は
璽
尽

あ
て
「
東
京
都
女
性
情
報
セ
ン
・
青
山
に
で
き
る
東
京
ウ
イ
メ

タ
l
専
門
員
を
(
財
)
東
京
女
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
移
る
が
、
乙
の

性
財
団
常
勤
固
有
職
員
と
し
て
間
ず
っ
と
専
門
員
た
ち
は
非
常

の
雇
用
に
関
す
る
請
願
」
を
握
動
の
ま
ま
。
プ
ラ
ザ
開
設
が
穣

出
し
た
。

に
常
勤
に
し
て
ほ
し
い
と
財
団

東
京
都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
と
数
度
交
捗
υた
が
、
拒
否
さ

は
、
一
九
七
九
年
に
都
立
日
比
れ
、
最
後
の
手
段
と
し
て
都
議

谷
図
書
館
に
設
立
さ
れ
、
一
九
会
に
請
願
す
る
こ
と
に
な
っ
た

八
四
年
に
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
も
の
。

プ
ラ
ザ
に
移
っ
て
い
る
。
自
治
専
門
員
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー

体
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
先
駆
的
開
設
当
初
か
ら
十
年
間
の
キ
ャ

存
在
で
、
女
性
問
題
解
決
の
拠
リ
ア
を
持
つ
人
も
多
く
、
セ
ン

点
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
務
部
タ
l
愚
前
線
で
実
務
を
担
っ
て

門
を
除
き
、
実
務
は
す
べ
て
非
き
た
が
、
年
間
二
百
二
十
万
円

常
勤
職
員
が
担
っ
て
い
る
。
都
程
度
(
突
通
費
込
み
)
と
い
う

常勤職員にして fと
都議会に請願提出
東京都女性情報センター専門員13人

東
京
地
裁
が
請
求
棄
却

日
歳
定
年
違
法
の
訴
え
を

ラ
ジ
オ
日
本
の
安
藤
八
重
子
さん
の
訴
訟

に
遣
し
た
一
九
九
O
年
二
月
で

は
、
約
二
劃
の
ゆ
葉
が
五
十
五

歳
以
下
の
定
年
だ
っ
た
の
で
、

違
法
と
は
言
え
な
い
」
と
霊
口

の
主
張
を
遺
け
た
。

し
か
し
当
時
、
二
劃
の
会
社

が
五
十
五
歳
以
下
定
年
だ
っ
た

と
い
う
と
と
は
、
六
十
歳
定
年

が
、
八
割
の
社
会
常
識
と
な
っ

て
い
た
と
い
う
と
と
。
現
実
無

視
の
な
ん
と
も
非
常
識
な
判
決

ラ
ジ
オ
日
本
(
本
社
・
横
浜
)
と
の
裁
判
は
五
十
五
歳
定
年
と
、
傍
聴
席
を
満
員
に
し
た
支

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
安
藤
制
自
体
の
違
法
を
争
う
初
の
ケ
援
者
も
あ
き
れ
顔
。
年
金
の
支

八
重
平
さ
ん
が
「
六
+
歳
定
年

l
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
給
額
室
ハ十
五
歳
に
聖
王
げ

制
が
普
及
し
て
い
る
の
に
、
五
が
、
判
決
は
、
「
六
十
歳
定
年
る
動
き
も
あ
る
の
に
:
・と
批
判

十
五
歳
で
定
年
退
職
と
す
る
の
制
は
、
高
齢
化
社
会
に
進
展
し
の
声
続
出
。

は
違
法
」
と
し
て
訴
訟
し
て
い
た
我
が
園
で
は
、
企
業
が
負
う
安
藤
さ
ん
は
「
社
会
常
識
と

た
裁
判
で
、
璽
京
地
裁
(
遠
藤
社
会
的
責
務
」
と
判
断
し
な
が
か
け
離
れ
た
判
器
、
働
く
人

賢
治
裁
判
長
)
は
、
二
十
九
日
、
ら
も
、
安
藤
さ
ん
の
場
合
に
関
み
な
の
問
題
と
し
て
闘
い
た

塵
口
の
謂
求
を
棄
却
し
た
。

し
で
は
、
「
星
ロ
が
五
十
五
歳
い
」
と
高
裁
に
控
訴
し
た
。

と
い
-2言
葉
が
登
場
。
と
れ
は
向
上
な

Y
T。

「
先
頭
を
走
る
援
助
国
」
と
い
圏
二
目
、
広
島
広
域
公
園
陸

う
意
味
。力
を
入
れ
る
分
野
は
、
上
競
技
場
で
第
十
二
回
ア
ジ
ア

環
境
、
人
口
及
び
エ
イ
ズ
、
難
競
技
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ

民
へ
の
対
応
、
民
主
化

・
市
場
た
。
大
会
史
上
最
多
四
十
ニ
ヵ

経
済
へ
の
支
援
、
女
性
の
地
位
国
・
地
域
の
選
手
団
が
参
加
。

圃
国
連
安
保
理
に
名
乗
り

九
月
二
十
七
日
、
河
野
洋
平

副
総
理

・
外
相
は
国
連
総
会
で

演
説
。
武
力
行
使
の
原
則
を
明

言
し
た
上
で
、
常
任
理
事
国
と

し
て
責
任
を
果
す
用
意
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。

圏
認
知
後
の
非
嫡
出
子
へ
の

児
童
扶
養
手
当

法
律
上
の
結
婚
を
し
な
い
男

女
の
聞
に
生
ま
れ
た
子
供
(
非

嫡
出
子
)
が
父
親
か
ら
認
知
さ

れ
た
途
端
、
周
章
扶
養
手
当
が

打
ち
切
ら
れ
る
の
は
、
非
嫡
出

子
へ
の
差
別
、
と
い
う
奈
良
県

の
母
親
の
訴
え
に
対
し
、
二
十

八
日
奈
良
地
裁
は
「
法
の
下
の

平
等
を
保
障
し
た
憲
法
に
反
す

る
」
と
認
定
。
県
に
対
し
、
支

給
打
ち
切
り
の
取
竹
橋
し
を
命

じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

圏
外
務
省
「
O
D
A白
書
」

を
発
表
外
務
省
が
九
月
二
十
九
日
に

発
表
し
た
O
D
A白
書
に
よ
る

と
、
九
三
年
度
の
撞
助
実
績
は

百
十
二
億
〆
。
世
界
二
十
八
ヵ

国
中
で
、
一
二
年
連
続
最
大
の
擾

助
国
と
な
っ
た
。

今
回
、
新
た
な
目
標
と
し
て

ρ
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ナ
l
H

来
年
九
月
、
北
京
で
第
四
回
世
界
女
性
会
議
、

N
G
O女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
聞
か
れ
ま
す
c

弊
社
で
は
、
多
く
の
方
々
に
、
乙
の
偉
大
な
世
界
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
自
分
自
身
で
刻
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
か
ね
て
よ
り
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

J
T
B海
外
旅
行
本

社
内
支
居
主
催
の
「

H
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
H
ご
参
加
の
た
め
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
の

企
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
「
参
画
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
」
が
選
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
プ
ラ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
ニ

l
ズ
に
と
た
え
た
三
泊
四
日
か
ろ
七
泊
八
日
ま
で
の
十
四

の
プ
ラ
ン
で
す
0

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
、
お

一
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、

面
倒
な
手
続
き
の
代
{
句
通
訳
等
の
便
宜
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
希
望
者
へ
の
協
力
な
ど
を
考

え
ま
し
た
。
ま
た
「
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
た
め
の
募
金
活
動
も
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
、
積
極
的
な

「
参
加
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
ゃ
」
。
問
い
合
わ
せ
、
申
込
先
会

J
T
B海
外
旅
行
本
社
内
支
庖
・
世
界
女
性
会
議

・
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ス
ク
一
Tm東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一

l
六
l
四
交
通
公
社
ピ
ル
2
F

宮
閃
・

3
2
8
4
・
7
5
6
2

F
a
x
m
・
3
2
8
4
・
7
3
7
8
(担
当
・
海
老
原
、
太
田
、
矢
野
、
永
井
)

企

画

・

全

国

婦

人

新

聞

社

主
催
・
J
T
B
海
外
旅
行
本
社
内
支
庖

安
い
報
酬
で
働
い
て
い
る
。
経
一

験
を
積
ん
で
も
給
与
は
上
が
ち一

ず
、
今
年
三
月
に
一
番
古
い
人一

が
辞
め
た
が
、
退
職
金
も
無
か
一

っ
た
と
い
う
。

「
都
の
男
女
平
一

等
施
策
の
中
心
と
な
る
セ
ン
タ
一

ー
と
し
て
、
経
済
的
自
立
も
で
一

き
な
い
の
で
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
一

い
ま
全
開
札
女
性
の
セ
ン
タ
ー
一

が
で
き
て
い
る
が
、
非
常
勤
や
一

ア
ル
バ
イ
ト
で
安
上
が
り
に
す
一

ま
せ
よ
う
と
す
る
所
が
多
い
。
一

東
京
は
全
国
の
モ
デ
ル
と
し
一

て
、
常
勤
と
し
て
雇
用
し
て
ほ
一

し
い
H
と
訴
え
て
い
る
。

一

な
お
、
こ
の
摘
願
に
は
金
政
一

角
か
超
党
派
で
紹
介
議
員
に
な
一

っ
て
い
る
。

近
ご
ろ
わ
が
家
の

あ
た
り
は
カ
ラ
ス
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
置
場
に
集
団

で
襲
撃
、
食
い
散
ら

す
の
で
あ
る
V
ノ
ラ
猫
も
い
る

が
こ
ち
ろ
は
人
が
来
る
と
サ
ッ

と
物
か
げ
に
隠
れ
る
。
カ
ラ
ス

は
一
応
飛
ひ
立
つ
が
、
そ
こ
ら

の
電
線
や
塀
の
上
に
と
ま
っ
て

悠
然
と
見
お
ろ
し
て
い
る
。五、

六
羽
も
い
る
と
威
圧
さ
れ
る
よ

う
で
、
ヒ
チ
コ

ッ
ク
の
「
鳥
」

を
思
い
出
し
て
し
ま
っ
。
食
べ

方
に
し
て
も
、

ノ
ラ
猫
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
の
破
れ
目
に
頭
を
つ
っ

こ
ん
で
コ
ソ
コ
ソ
食
べ
て
い
る

と
い
う
風
だ
が
、
カ
ラ
ス
の
そ

れ
は
、
あ
た
り

一
面
ゴ
ミ
散
乱
。

ま
乙
と
に
節
度
が
な
い
V
わ
が

家
の
近
所
に
は
学
校
も
多
い
し

寺
も
あ
る
。
カ
ラ
ス
が
い
る
だ

り
ま
だ
自
然
が
あ
る
の
か
と
患

っ
た
が
、
カ
ラ
ス
以
外
の
鳥
を

パ
ッ
タ
リ
見
な
く
な
っ
た
の
に

気
づ
い
た
。
雀
さ
え
見
な
い
。

昔
は
ど
ん
な
町
の
中
に
で
も
い

た
が
。
と
の

一
週
間
気
を
つ
け

て
み
た
が
、
カ
ラ
ス
以
外
は
ハ

ト
一
羽
に
遭
っ
た
だ
け
O

H

節

度
の
な
い
H

カ
ラ
ス
し
か
生
息

で
き
な
い
地
域
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
V
節
度

が
な
い
と
い
え
ば
、
永
田
町
は

ま
す
ま
す
節
度
が
な
い
人
で
あ

ふ
れ
る
、
と
思
っ
た
の
が
「
藤

波
無
罪
判
決
」

。
い
か
に
金
を

も
ら
っ
て
い
て
も
、
ワ
イ
ロ
と

認
識
せ
ず
、

E
当
な
政
治
的
献

金
と
思
っ
て
い
れ
ば
無
罪
と
は

/
わ
ざ
わ
ざ
と
れ
は
ワ
イ
ロ
で

す
よ
、
と
乙
と
わ
っ
て
渡
す
人

も
い
る
ま
い
。
袖
の
下
オ
l
ル

オ
ー
ケ
ー
。

「
政
治
改
革
」
つ

て
な
ん
の
と
と
?
V
近
ご
ろ
の

裁
判
所
は
、
へ
ン
な
判
決
ば
か

り
出
る
か
ら
期
待
し
て
は
い
な

か
っ
た
り
れ
ど
、
ま
こ
と
ひ
ど

い
判
決
だ
っ
た
。
乙
れ
で
は
タ

ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
の
名
所
・
永
田

町
に
、
節
度
の
な
い
カ
ラ
ス
が

は
び
こ
っ
て
、
い
よ
い
よ
チ
ミ

モ
ウ
リ
ョ
ウ
の
巣
と
な
り
そ
う

だ
。
乙
ん
な
と
と
い
っ
た
ら
、

タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
や
カ
ラ
ス
に
、

あ
い
つ
ら
と

一
し
ょ
に
す
る

な
、
と
叱
ち
れ
る
か
な
?

伝吾参

監修/鈴木裕子 編著/(財)東京女性財団

先駆者たちの肖像 1957内
・明日を拓いた女性たち 増刷出来/

明治 ，大正 ・昭和の女性にきびしい時代を、

果敢に生きた95人の写真によるプロフィー
ル。 f止eic:.たちのE2かな，&mは、今を生きる私
たちに多くのことを認りかけてくれる。

もろさわょうこ 1751円

オルタナティブのおんな論
今あるものとはかlの価値体系による、沖縄、部
務を伎座にすえた新しい地平からのおんな論。

金森トシエ 1751円

老いを看とり致をうたう
.家族の歳 月

子をあやし、老いを肴とり、やがて自身も老い
ていく一一ーやさしく生きるための知恵と心斜。

鐙島区立男女平等推進センター編 1648円

男が語る一家族・家庭
結締・餓館、性、子育て、介護、仕事などをとお
して、女と努の新し」、関係を、 4月の本音てす吾る。

石牟礼道子 1854円

食べごしらえおままごと
『苦海浄土』のミ存者手づくりの料理を写真で
紹介し、たべものにまつわるエッセーを収録。

NHK r私の本栂IJで朗読中。
ドメス出版
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⑨
「
や
ら
せ
」
現
場
か
ら
の
証
言
ノ

ム
ス
タ
ン
の
真
実

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ

ル
取
材
班
に
同
行
し
た
写
真
家
が
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

ル
ポ
と

ω余
枚
の
写
真
で
、
奥
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
驚
く
べ
き
「
や
ら
せ
」
取
材

の
舞
台
裏
を
赤
操
々
に
明
か
す
。
今
秋
の
話
題
作
f

定
価
1
9
0
0
円

⑨
勇
気
あ
る
告
発
に
高
ま
る
共
感
の
声
/

渇
憾
だ
ら
け
の
百
名
ム
加
藤
久
崎

ブ
ー
ム
の
陰
で
忍
ぴ
よ
る
開
発
の
魔
手
、
そ
し
て
「
山
の
分
割

・
民
営
化
、

長
野
五
給
に
揺
れ
る
白
鳥
岳
を
は
じ
め
、
八
ヶ
岳
、白
山
、富
士
山
、
北
ア
ル

プ
ス
に
「
山
が
山
で
な
く
な
る
日
」
が
・
増
刷
出
来
f

定
価
1
9
0
0
円

v
h
h
F

、‘HH
6
h
m

門リ司

&
A
H

吋
J
札

wkr-=ν
ム品

詑;E53j史的常持υベルタ出版

小

松

健

日
本
科
撃
者
会

a
g
素
朴
な
疑
問
か
ら

北
朝
鮮
の
核
疑
惑
、
高
速
増
殖
炉
ま
で
、
い
ま

問
題
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
す
べ
て
に
つ

い
て

平
易
に
答
え
る
入
門
書。

定
価
1
0
0
0円

子ど也定吉の大好き!et
ぐ-Qぐ-Qd5i信本F

日本傑作絵本シリーズ14オから
スズキコでii乍/定価1，100円(蹴込)/32頁

とても暑い目。忘れられ疋帽予ガきっか

けで、動物定ちが次々 じl3ifuの持ち物を忘
れ疋り、落とし疋り.."..。愉快な創作ぐ

るぐる話総本。

@福音館書庖

らあっさのせい?

干113東京都文京区本駒込6-6-3ft03・3942-1226

--R文
同

国

の

パ

ン

の

オ

l
ル
カ
ラ
1
.

天
然
醇
母
で
国
産
小
賓
の
和
風
パ
ン
J
M
憎
い
目
白
日
晴

天
然
欝
母
で
国
産
小
麦
ハ
ン
崎
明
日
目
白
縫

国
産
小
愛
で
パ
ン
を
焼
く
戸
伊
伊
噸

…
日
本
…
一
の
貨
建
…
活
全
集
一
……

国函函館実呈

， 
世
北
海
道
(
戸
イ
ヌ
は
問
団
巷
〉
か
ら
沖

縄
ま
で
の
県
別
総
巻
と
、
日
本
の

食
事
事
典
I
H
を
図
図
巻
に
し
て

完
結
/
「
食
」
園
間
へ
の
宝
庫
で
す
。

・A5判
上
製
・
本
文
平
山
河
川
制
頁
/

カ
ラ
ー
ロ
総
多
脂
血

・月
報
付

・
全
印
晶
官
惜
畑
価
H

同万
5
干
円

-
各
巻

2
9
0
0円
(
分
売
可
)



プ
ッ
ト
首
相
で
あ
る
。

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
首
相
は
、

非
合
法
の
妊
娠
中
一
絶
で
多
く
の

女
性
が
死
ん
で
い
る
と
と
事
着

摘
し
、
「
道
徳
は
偽
普
で
あ
る

場
合
が
あ
る
」
』
演
説
し
(
別

項
参
照
)
、
プ
レ
ス
関
係
者
た

担
が
総
立
ち
し
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
雪
り
沸
き
上
が
っ

た
。
後
で
演
説
し
た
プ
ッ
ト
首

相
は
ま
ず
「
女
と
し
て
、
母
と

レ
て
、
謹
と
し
て
、
そ
し
て
イ

イ
セ
フ
」
が
展
=
ホ
を
行
い
、
「
女
な
と
と
か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ス
ラ
l
ム
教
園
の
リ
ー
ダ
ー
と

奪

性
と
健
康
ネ
一
ッ
ト
ワ
1
ク
同

ジ

行

っ

て

も

、

参

加

す

る

だ

け

で

し

て

来

た

」

寺

山

ベ

、

「

イ

ス

十

年

を

見

渡

し

ζ
行
動
計
画
」
包
皮
と
先
の
除
去
、
川
切
除
/

ヨ
イ
セ
フ
」
「
市
民
フ
ォ
1
ラ
精
一
杯
と
言
わ
れ
た
日
本
の
N
ラ
1
ム
は
中
絶
を
拒
否
す
る
」
の
中
で
「
会
性
の
教
宵
、
健
康
、
ク
リ
ト
リ
ス
切
除
、
山
ク

υト

今
日
Y
」
「
高
齢
社
会
を
G
O
も
、

E
へ

来

て

大

い

に

と

言
い
、
会
場
か
ら
拍
手
が
か
経
済
上
の
地
位
閉
上
は
、
人
口
リ
ス
と
大
陰
部
と
小
陰
唇
裏

よ
く
す
る
会
」
「
女
の
か

ら

だ

発

言

す

る

杏

つ

に

な

り

、

ロ

ビ

え

っ

て

き

た

。
ィ
ス
ラ
1
ム
教
計
画
の
成
功
に
一
寄

E
と
う
去
し
「
復
、
外
陰
部
の
両
側
を

か
ち
川
町
優
生
保
護
法
改
悪
阻
止

l
で

の

焚

流

も

活

発

だ

っ

た

。

ス

ン

ニ

派

が

九

四

パ

ー
セ
ン
ト
た
っ
て
い
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
鹿
の
上
で
閉
じ
る
。
こ
れ
春
初
一

文
部
省
で
は
、

一
日
付
り
で一
、

連

絡

会

」

が

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

日

本

で

も

っ

と

も

各

国

の

注

を

占

め

る

エ

ジ

プ

ト
で
も
、
閣
家
族
法
な
ど
も
イ
ス
ラ
l
ム
の
い
少
女
に
麻
酔
な
し
で
カ
ミ
ソ
一婦
人
教
育
課
内
に
「
女
性
政
策

を
開
催
し
た
o
言

葉

が

不

得

手

目

を

浴

び

た

の

は

車

一

碕

子

で

参

で

中

絶

佳

r
打
わ
れ
て
い
る
一
方
国
の
中
で
は
ま
だ
ま
し
と
言
え
リ
の
刃
の
さ
尋
も
の
で
行
う
一関
整
官
」
を
配
置
し
た
。

で
、
平
ど
も
は
神
か
ら
@
贈
物
る
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
大
変
の
で
あ
る
か
ら
、
健
康
と
、
心
理
一

同
省
内
で
は
初
の
長
排

級

協

級

機

動

協

彰

彰

一

香

品

開

山

諮

問

時

計

紅

白

け

れ

れ

れ

特

長

持

許

比

例

パ

搾

れ

詩

ド

山

崎

市

川

刊

誌

u
r一の
可

日

間

最

U
Vた

;も
t
主

E
L
司

4
4

7
1

代

壁
ハ
千
万
人
の
世
界
人
口
は
ニ
あ
っ
ち
と
い
う
国
で
あ
る
の
で
震
る
。
女
子
割
礼
も
現
在

5
2もの
体
事
長
一
の
は
鈴
木
撃
さ
ん
。
「
在

一

「
|
↑

r「

只
H
U
年
に
は
六
十
四
億
人
、
九
月
五
日
の
会
織
の
初
日
、
の
生
売
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
を
分
の
少
女
に
行
わ
れ
て
い
る
。
的
風
習
を
考
え
る
ア
フ
リ
カ
委
一政
策
調
盤
官
」
は
、
昨
年
七
月
、

ノ

ル

ウ

ェ

ー

首

相

の

演

説

一

E

H

円

一一

O
二
五
年
に
は
八
十
五
億
二
人
の
女
性
の
首
相
演
説
が
満
響
、
妊
密
告
認
め
ろ
れ
苧
与
し
た
事
童
書
わ
れ
員
会
」

(
本
部
エ
チ
オ
ピ
ア
)
一
婦
人
間
里
震
筆
部
省

一
E

R

f

属

国

帽

人

、
ニ

O
Z
O年
に
は
百
億
入
場
の
各
国
の
政
府
代
表
と
マ
ス
て
い
な
い
。
ま
た
一
般
の
人
々
た
乙
と
の
意
義
は
大
き
く
、
ェ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
女
子
劃
礼
の
一時
)
が
決
定
し
た
「
男
女
共
同

会
議
官
、
ヴ
ァ
チ
ァ
ン

2に
贈
る
わ
け
で
は
あ
り

一

)

，

鳥

と

増

加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
関
係
者
の
注
目
を
引
い
に
も
害
入
れ
ら
れ
て
い
な
ジ
プ
ト
亀
の
国
周
需
産
実
警
ビ
デ
オ
言
え

一参
画
室
づ
く
り
に
関
す
る

と
の
意
見
の
ち
が
い
を
明
確
に
ま
せ
ん
。
道
徳
は
個
人
に
選
沢

一

T
f
J

今
、
人
口
問
題
に
対
し
て
地
球
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
プ
ル
ン
ト
ぃ
。
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
ほ
五
歳
の
少
女
が
女
た
ち
に
お
さ
一推
進
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
」

冷
車
む

μ韓民
経

一

わ

て

刊

誌

同

時

諮

問

持

百

倍

ス

リ

中

h
u
f
;一
し
い
も
の
言
。

u
u
q
m
i諸
問

十

一

銭

何

十

日

当

日

「
私
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
広
罪
に
し
て
し
苓
つ
の
を
や
め
る
一

い

ー

で

あ

つ
も

一

i
F
注
J
一

登

場

制

一
億

一
千
万
人
以
上
最
ち
れ
た
o
在
は
性
欲
を
一
環
賓
室
の
文
教
施
策
に
お

E
Eのサ
l
ビ
ス
を

Eに
も
繋
が

5
5一
重

し

日
本
引
思
議
の
事
喜

一

弘

強

蕗

匙

額

貯

九

も
が
「
女
子
割
礼
」

コ
ン
ト
ロ

L
で
き
な
い
高
一り

る

、

望

書

調

整

窓

重
な
価
格
で
受
け
一
る
こ

3
3、
2れ
が

一
岨

E
祭
り
に
:
是
は
し
ゃ
ぎ

一

瞬

駐

議

臨

時

ザ

在

寝

室

さ

に

子

霊

長

て

弘

、

処

女

号

、

一塁
な
ど
か
色
、
置
か
れ
る
と

出
来
る
べ
き
で
者
と
の
一語
母
票
望
ま
な
い
妊
娠
や
非
合

一

nJ
争

時

ょ
う
で
一
、
何
か
変
と
感
じ
た
の

n
as・圃
J
即

1
討
す
h
笠
機
に
す
る
も
の
が
女
子
創
礼
で
家
族
の
名
蛍
と
善
を
守
り
、

一と
に
な
っ
た
も
の
。

が
広
が
っ
て
き
た
乙
と
を
つ
れ
法
な
中
絶
に
よ
っ
て
苦
し
ん
だ

一

r
t
v
l
E
F

は
私
だ
け
で
あ
る
っ
か
。
ホ
ス

J
4
4悶
園
陸
曹
臨
時
g
a砲
事
』
あ
る
o
私
が
翻
釈
し
た
「
女
子
男
性
が
劃
礼
を
し
た
女
性
宇
語
-

主
に
、
女
性
に
関
わ
る
文
教

員
い
ま
す
。
宗
教
は
時
と
急
落
し
た
り
す
る
こ
と

一

ム

出

占
エ
ジ
プ
ト
で

E

E

4

開

慢

副

礼

」

(

聖

書

)

;

に

望

む

か

ち

で

君

。

一
襲

に

関

す

る

再

審

し
て
大
き
な
障
害
に
な
り
ま
や
、
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
た
子

一

dAF

は
崎
町
刻
な
-
も
の
で
あ
る
し
、
ィ
除
司
曹
司
自
睡
眠
引
く
膏
か
れ
て
い
る
が
、
ァ
フ
リ
し
て
い
な
り
れ
ば
売
春
婦
と
み
一
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
は
じ

院

は

諸

諸

問

日

刊

誌

諒

一

諸

問

一

ラ

ド

ル

克

司

法

諮

問

何

十

J

匂

掴

諸

説

す

片

山

詩

話

器

長

官

務

時

助

事
す
。
し
か
し
、
道
徳
は
ば
、
偽
善
で
し
か
あ
り
ま
せ

一

え

義

喜

光

i
E、
i

f号
』
を
わ
か
ら
せ
た
い
、

2
7億
一干
支
以
上
い
る
。
ァ
昔
、
毒
さ
れ
な
い
き
一
言
、
国
際
費
と
の
語
、
女

性
を
規
制
し
、
生
ま
れ
告
の
ん
。
」

一

v

ノ

4

喧

ム

パ
ラ
ク
大
統
領
の
政
権
転
覆

し
て
王
山
」
毒
釦
副
草
子
宮
博
喜
一
フ
リ
カ
の
人
口
の
場
加
に
せ
に
私
た
ち
は
十
分
気
を
つ
り
、

一
性
学
に
関
す
る
専
門
的
な
調

華

料

軒

下

人

の

選

択

一

イ

会

長

長

時

日

置

問

比

日

一

日

日

韓

詩

刊

日

日

告

書

言

語

弓

一

実

際
に
観
光
収
入
ダ
ウ
ン
で
苦
『
H
H
H
H
H
H
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
法
が
あ
る
。

ωク
リ
ト
リ
ス
の

一
末
I
タ
l
。

主
主
宰
遺

(2 ) 

国
際
人
口
・
開
発
品
議
官
月
3
臼
ー
は
日
カ
イ
ロ
)
は
、
「
中
絶
」
や
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
、
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ

(性
と
性
殖
「
蘭
す
る
健
康
/
権
利
)
」
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
紛

糾
し
た
が
、
中
絶
の
A

是
化
に
反
対
し
て
い
た
バ
チ
カ
ン
な
ど
が
、
意
見
を
H

保
伊
し
て
議

事
進
行
円
札
協
力

K
た
め
愚
終
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
れ
匂
こ
ご
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
N
G
O
の

国際人口
開発会議

文部省に「女性政策調整官」

- 男女共同参画型社会づくり ・

月間金

力
と
も
言
わ
れ
奇
世
界
の
N
G
O
の
女
性
が
カ
強
く
毒
し
、
会
議
の
需
が
中
絶
に
ば
か

り
集
中
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
途
上
国
に
人
口
抑
制
審
来
め
る
の
み
で
な
く
、
先
進
国
は
環
境

破
槙
を
罰
き
起
こ
し
て
い
る
大
軍
消
費
パ
タ
ー
ン
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
大
い
に
訴
え
え

日
本
の
N
G
O
も
十
一

団
体
、
組
白人
一が
歩
加
し
匂

〈月曜日〉

女
性
の
視
点
浮
き
彫
り

カ
イ
ロ
会
議
に
参
加
し
た
世

界
の
N
G
O
は
吉
三
十
三
カ
圃

か
ら
約
千
五
百
団
体
、
五
干
人

以
上
。
日
本
か
ら
は
十
一
団
体
、

約
百
人
が
参
加
し
た
(
女
性
が

八
割
)
。
今
回
は
じ
め
て
政
府
代
表
団

に
N
G
O
か
ら
三
人
の
メ
ン
パ

安斎ノ、議ñ-~国釜~(揖3橿郵恒物毘可}第 107ア号第 1077号(車3橿郵恒物胞可}

ー
(
樋
口
恵
子
、
岩
崎
駿
介
、

近
泰
男
さ
ん
)
が
入
っ
た
乙
と

で
ロ
ビ
1
活
動
が
よ
く
で
き
、

河
野
外
務
大
臣
と
日
本
の
N
G

O
の
対
話
集
会
が
墾
羽
υた
の

怯
成
果
だ
っ
た
。

日
本
の
N
G
O
で
は
「
女
性

弁
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
ジ
ョ

加
し
た
安
積
遊
歩
(
あ
さ
か
ゆ

う
ほ
)
さ
ん
。
安
積
さ
ん
は
先

天
性
骨
炉
威
不
全
症
の
量
度
陣

官
官
者
。
陣
富
者
の
立
場
か
A
4
「
人

口
政
策
に
よ
る
女
へ
の
犯
罪
に

関
寸
各
国
際
民
ム
聴
会
」
や
「
女

性
と
健
康
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
」
で
、

衛
生
保
護
法

γ占
雪
J

く
陣
茜
女

性
へ
の
子
宮
摘
出
の
事
実
を
告

発
、
白
本
で
は
陣
畜
を
持
つ
女

性
が
子
供
を
産
む
樋
利
は
無
視

さ
れ
て
い
る
と
迫
力
を
も
っ
て

訴
え
た
。

(
9月
鈎
日
明
カ
イ

ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議
女

性
井
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
報

告
会
か
ら
ま
と

eEし
た
)

あさ8:00

省
庁
、
国
会
議
員
に
要
請

新
日
本
婦
人
の
会
秋
の
行
動

「
予
算
を
真
の
国
民
の
生
活
た
。

向
上
の
予
算
に
」
と
国
の
予
贋
十
五
回
に
な
る
今
年
は
「
許

編
成
署
前
に
、
恒
例
の
新
臼
志
す
な
消
費
税
、
コ
メ
輸
入
自
由

帰
人
の
A
E
H
秋
の
中
央
総
行
動
f

化
、
自
衛
隊
海
外
派
兵
、
軍
事

が
、
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
費
削
っ
て
く
ち
し
と
福
祉
・
教

育
の
充
実
を
」
脊
程
に
、
会
国

各
地
か
A
集
っ
た
会
員
三
百
名

が
、
午
前
中
回
各
省
庁
、
国
会

議
員
を
た
ず
ね
て
要
晴
行
動
を

行
い
、
午
後
か
ら
は
島
水
省
前

で
宣
伝
行
動
、
続
い
玄
銀
座
を

デ
モ
行
進
し
た
。

乙
の
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
だ
っ
た
が
皆
元
気
ι

ま
ず
鹿
水
省
に
「
米
の
自
由

化
は
日
本
の
農
業
宇
設
寝
す
る

も
の
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。
「
秋

の
臨
時
国
会
で
ガ
ッ
ト
手
託
准

し
ょ
っ
と
し
て
い
る
が
、
ガ
ッ

ト
加
問
百
二
十
四
ヵ
国
中
、
批

准
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
十

=
一
ヵ
国
。
ア
メ
リ
カ
、
E
C諸

国
で
も
反
対
運
動
が
高
ま
っ
て

い
る
。
コ
メ
の
輸
入
、
自
由
化

の
国
会
決
躍
を
三
国
も
し
、
多

く
の
国
会
歯
貝
も
公
約
し
て
い

る
。
ガ
ク
ト
の
批
准
は
国
会
副
伏

線
、
公
約
を
踏
み
に
じ
る
も
の

だ
」
と
も

エイズ感染者への
体制整備を求めて

都
議
会
に
請
願
書
を
提
出

準備出産&からだのおしゃべり会

ト
が
行
わ
れ
る
辛
つ
指
導
す
る

乙
と
」
「
す
べ
て
の
都
立
病
院

で
H
I
V
感
浪
者
を
受
砂
入
れ

る
こ
と
」
等
の
エ
イ
ズ
感
染
者

に
対
す
る
体
制
強
備
を
求
め
る

筒
願
密
を
提
出
し
た
。

エ
イ
ズ
感
勲
者
が
急
相
し
て

い
る
の
に
、
対
応
す
る
病
院
の

盤
備
が
お
く
れ
、
都
立
病
院
で

入
院
拒
否
訟
ω
て
い
る
と
と
。

一
方
、
無
断
で
検
査
が
行
わ
れ

本
人
へ

2
ロ
知
な
し
に
勤
務
先

や
通
学
先
に
通
報
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
寄
る
と
い
う
と
と
か

ら
、
乙
の
請
願
と
な
っ
た
。

杉
並
区
は
先
に
妊
婦
の
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
予
算

化
し
た
が
、
区
内
に
公
立
病
院

が
な
く
、
都
に
協
力
を
求
め
た

と
と
ろ
、
都
に
「
何
の
相
談
も

な
く
、
い
き
な
り
『
予
算
が
つ

い
た
』
と
い
わ
れ
で
も
図
る
。

国
状
の
公
費
検
査
は
医
療
者
の

感
策
防
止
に
し
か
な
金
な
い
」

と
は
ね
つ
け
ら
れ
た
経
締
が
あ

る。

道
を
は
さ
ん
だ
向
い
に
あ
る
一

外
務
省
に
は
、
国
連
常
任
理
事
一

国
入
り
、
ル
ワ
ン
ダ
の
自
衛
隊
一

派
遣
に
対
玄
る
抗
搬
の
声
を
上
一

げ
た
。

一

消
質
税
廃
止
運
動
軒
続
財
て
一

き
た
社
会
骨
赤
、
廃
止
ど
こ
ろ
一

か
五
銘
に
ア
ッ
プ
、
し
か
斡
見
一

直
し
」
条
項
を
盛
り
込
ん
で
の
一

閣
議
決
定
。
十
月
一
目
か
ち
入
一

院
給
食
の
有
料
化
、
世
界
一
高
一

い
教
育
費
な
ど
な
ど
村
山
政
権
一

の
弱
者
冷
遇
政
策
を
批
判
レ
一

「
来
隻
度
の
予
算
編
成
で
は
、

一

「
牛
乳
の
脂
肪
中
に
ダ
イ
オ
キ

世
界
二
位
ま
で
今
く
れ
あ
が
っ

一

シ
ン
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
メ

た
軍
事
責
を
大
幅
に
削
り
、
大
一

l
カ
ー
に
よ
っ
て
は
植
物
油
で

企

業

優

遇

を

や

め

、

国

民

の

く

一

代

用

し

て

い

る

が

、

こ

の

組

物

ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
充
実
さ
一
世
界
中
の
人
乳
を
は
じ
め
晴
汚
深
さ
れ
て
い
る
た
め
、
粉
ミ
油
が
農
架
汚
挺
さ
れ
て
い
な
い

せ
る
こ
と
を
基
本
に
せ
よ
」
と
一
乳
動
物
の
乳
汁
に
、
発
ガ
ン
性
ル
ク
よ
り
母
乳
の
ほ
う
が
ま
だ
と
い
う
保
証
は
な
い
」
と
も
述

要
望
。

一
の
あ
る
腹
績
が
残
留
し
て
い
安
全
だ
と
い
う
。
べ
て
い
る
。

最
後
に
井
上
美
代
金
長
は
一
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
農
ガ
プ
リ
エ
ラ
・
パ
!
?
l
モ
l
ゼ
ス
博
士
に
よ
れ
ば
、

「
ニ
大
政
党
な
ど
と
言
ラ
が
、
一
築
教
育
セ
ン
タ
ー
の
マ
リ
オ
ン
は
、
著
'
「
母
乳
晴
賓
の
政
治
中
で
も
第
三
世
界
の
女
性
ほ
、

日
本
の
政
治
が
自
民
党
の
愚
政

一
・
モ
l
ゼ
ス
博
士
は
、
パ
プ
ア
経
済
学
」
(
邦
訳
、
技
術
と
人

非
常
に
多
く
の
農
薬
を
浴
び
て

を
さ
ら
に
推
進
す
る
政
治
内
容

一
・
ニ
ュ
l
ギ
ニ
ア
や
イ
ン
ド
の
聞
社
刊
)
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
お
り
、
調
査
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、

に
な
っ
て
い
る
と
と
を
ヒ
シ
ヒ

一
僻
村
で
も
農
薬
汚
挺
さ
れ
た
母
の
あ
る
調
査
で
は
千
二
百
頭
の
香
港
、
メ
キ
シ
コ
の
女
性
の
母

シ
と
感
じ
る
。
国
民
が
声
宇
ヱ
一
乳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
牛
か
色
採
っ
た
乳
汁
サ
ン
プ
ル
乳
中
の
残
留
塵
薬
濃
度
が
最
も

げ
れ
ば
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
一
う

o

C

三
口
七
八
必
が
汚
殺
さ
れ
て
高
い
と
い
う
。
「
汚
抗
日
が
母
親

で
き
る
。
今
乙
そ
声
孝
よ
げ
よ

一
し
か
し
、
牛
な
ど
の
乳
汁
も
い
た
と
述
べ
て
い
一
色
。
ま
た
、
か
ら
乳
兜
に
移
行
す
る
過
程

行
下
院
可
く
人
に
力
強
一

，
農

薬

汚

染

に

さ

ら

さ

れ

る

赤

ん

坊

杉
並
区
の
市
民
グ
ル
ー
プ

「
準
備
出
産
&
か
ら
だ
の
お
レ

ゃ
べ
り
会
」
(
森
冬
実
代
表
)

と
「
H
U
M
A
N
A
-
D
S

L
I
B
E
R
A
T
I
O
N
」
(森

下
紀
彦
代
表
〕
は
、
九
月
、
東

京
都
織
会
に
対
し
「
都
の
各
検

杏
穣
関
に
H
I
V検
査
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
常
時
お
く
と

と
」
「
検
査
に
関
し
て
は
充
分

な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

は
、
詳
細
に
跡
付
け
ろ
れ
て
い

ま
す
。
第
一
子
よ
り
第
二
子
、

第
三
子
と
な
る
ほ
ど
母
乳
中
の

農
薬
濃
度
は
減
少
し
て
い
き
ま

す
。
母
乳
噛
育
は
、
母
体
の
塵

薬
浄
化
法
と
も
い
え
ま
す
」

ロ
ン
ド
ン
の
女
性
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
齢
、
『
ル
ク
中
の

残
留
墨
葉
台
戸
」
も
に
水
道
水
の

汚
染
も
懸
会
己
れ
る
の
で
、
母

乳
鴨
育
推
進
が
賢
明
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
留
物
の
赤
ん
勿
へ

の
影
醤
と
し
て
は
、
母
乳
か
ら

よ
り
も
子
宮
内
で
の
方
が
大
き

い
と
し
て
い
る
。
二
回

8

5目
b

沼
田
毒
菌

回
出
耳
目
盟
主
)

女
性
へ
の
暴
力
考
え
る

みんなのページです。書いたいことや、 知らせたい

ことが晶ったら.どんど九投稿して下さい.

電話 03(3343)1846 
編集部|

FAX a(3348)1890 

20今
日月

江
の
島
国
際
会
議
を
開
催
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事専J句鳥

新キャスター霊場でフレッシユアップ

日
本
の
N
G
O
も
百
人
が
参
加

川

治

学

院

大

関

師

)

、

星

野

晶

子

川

私

達

は

、

死

刑

囚

の

自

省

を

の

人

間

で

あ

る

と

と

に

気

ダ

¥

主

体

的

に

遥

動

す

る

。
麦
の
会

川

(

か

な

が

わ

女

性

セ

ン

タ

ー

錯

川

基

礎

に

「

殺

人

も

死

刑

も

な

い

で

し

ょ

う

。

な

ぜ

事

件

に

歪

つ

は

、

死

刑

囚

に

よ

る

死

刑

廃

止

長
H
コ
l
デ
ゴ
見
l
タ
l
)
さ
川
基
」
を
目
指
す
、
死
刑
囚
と
た
の
か
、
毒
事
件
を
お
こ
し
運
動
で
あ
り
ま
す
。

ん
ι

酬
獄
外
支
援
者
の
集
ま
り
で
す
。
て
し
ま
っ
た
の
か
を
自
省
し
、
右
の
理
由
に
よ
り
、
変
の
会

川

ラ

オ

ス

か

ら

タ

イ

へ

売

ら

れ

川

患

者

〈

正

会

員

)

と

、

全

国

二

度

高

じ

よ

主

事

件

が

お

で

は

、

獄

中

・
獄
外
を
間
わ
ず

川

て

行

く

、

山

岳

民

族

の

女

性

た

酬

の

支

援

者

(

協

力

会

号

、

そ

t

a

'

仲
間
で
あ
り
、
死
刑
廃
止
春
美

川
叩
月
初
日
、
江
の
島
国
際
会
議
ス
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な
形
を
と
救
鏡
セ
ン
タ
ー
館
長
・
富
永
愛
性
の
人
権
を
守
る
運
動
な
ど
、
川
か
ち
成
っ
て
い
ま
す
。
決
定
は

務

弘

援

物

寸

ノ

す
。
自
省
は
獄
中
者
が
み
ず
か

川
「
女
性
へ
の
一勇
l
告
を
お
り
、
性
差
別
の
構
造
が
端
的
に
さ
ん
、
ラ
オ
ス
女
性
同
盟
女
性
皐
人
の
全
く
知
書
い
状
況
基
署
作
る
運
営
責
宗

務

務

務

階

ち
行
う
-
生
で
あ
り
、
毒
者

川
び
や
か
主
百
の
」
(
同
時
市
あ
色
わ
れ
、
来
年
北
京
で
開
か
と
塵
村
開
発
部
副
部
長
・
チ
ャ
だ
申
告
っ
。

川

行

い
、
協
力
会
員
の
中
か
ら
事

務

4
U
務

1
午

は
求
め
ら
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
セ
リ

酬
時
犯
分
)
を
開
催
、
関
連
し
忘
れ
る
第
4
回
世
界
女
性
会
識
の
ン
ト
ゥ
ム
・
ラ
ッ
マ
う
さ
ん
問
合
せ
・
申
込
み
か
な
が
酬
務
局
員
を
募
り
、
正
会
員
を
支
繍
級
働
勤
務
倒
E
t

ン
グ
等
そ
の
手
伝
い
を
す
る
と

川
易
自
か
ら
け
月
6
日
ま
で
重
な
テ
!
?
の
一
つ
。
品
に
、
日
本
か
主
ナ
代
(
淑
徳
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
企
画
関
盤
部
川
え
て
い
ま
す
。

鶴

百

九

一

協

を

と
も
あ
皇
す
が
、
「
自
省
し

川
「
反
・
女
性
へ
の
察
力
」
資
料
回
の
夜
か
色
戸行
わ
れ
る
「
東
ア
短
大
教
授
)
、
加
藤
秀
一
(
明

世
0
4
R0
・幻
・
2
1
1
1
川
た
と
え
無
実
で
な
く
と
も
、

磁

1
1
4磁
」

な
さ
い
」
と
は
雷
い
ま
せ
ん
。

酬

震

を

仔

う

。

ジ

ア

女

性

フ

才

i
ラ

ム

」

の

直

川

死

刑

囚

を

私

遣

は

特

別

視

し

ま

修

ad綴
縄
場
脇
合
R

回

数
カ
月
前
、
経
理
担
当
で
一事

川
女
性
へ
の
暴
力
は
、
夫
か
ら
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
意
義
あ

加

日

i
n月
6
日

ま

で

資

料

展

も

川
せ
ん
。
人
闘
で
あ
る
替
、
誰

鶴

宗

務

t
実
上
の
代
表
で
も
あ
っ
た
霊

山

妻

へ

の

暴

力

、

請

書

、

レ

る

も

の

に

な

り

そ

え

山

も

が

等

し

く

被

書

記

事

務

務

動

胸

中

局
員
に
よ
る
経
費
の
使
い
込
み

川=====
一言
=芸=一喜
一
E
=
童
三
喜
一
三
=
一
三
三
三
=
圭
=圭
=三三
=一三=
一
三
一
三
=
E
=喜
一
三
三
三
三
重
主
主
主
=
一
三
重
量
=
=
E
=
圭
=
一
三
一
三
=
圭
=
童
三
Z
E
-
-
喜
一
川
者
に
も
な
り
う
る
存
在
と
考
え

物
陶
初
絡
』
胸
腕

p
u

が
発
覚
し
、
私
選
は
満
天
下
に

川

長

選

F

撃
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

蓄
債
を
行
わ
せ
る
乙
と
』
と
申
込
み
高
新
宿
区
西
早
川
て
い
ま
す
。
普
段
は
死
刑
事
件

瀦

動

配

動

物

な

、
監
さ

E
ま
し
た
o事
壁
、

川

、

瓶

、
い

ur
「
ル
ワ
ン
ダ
一
難
民
草
金
」
語
。

稲

?

?

m

M

N

C

川

な

Y
吉
分
は
龍
係
と
考
え

物

協

錫

与

事
務
局
員
室
員
交
代
ま
で
進

一一一芸ZE--呈
ZE--量一三一一喜一EE--圭

i三
三

三

三

三

告

示

設

せ

川

一

ゾ

崎

清

刊

行

ど

下

位

向

車

問

口

問

41i世
話

誤

解

同

累

計

諮

問

時

計

一

覇

軍

瞳

襲

撃

襲

警

機

躍

誠

一

ふ

み

さ

?

?
i
i
l。
て

『

雲

は
す
み
や
か
に
侵
略

-

R

‘

j

;
州

連

善

悪

証

言

る

こ

警

綴

疋

局
主
い
で
建
て
直
し
に
腐

一

盟

議

機

騒

翠

叫

緩

日

隠

匿

問

題

開

設

機

機

一

言

書

務

w
d誌
が

後

の

混

乱

一

間

同

雌

一

ス

タ

ッ

フ

全

員

が

さ
ま
ざ
差
運
動
官
の
会
酬

一.

「
従
軍
警
告
に
対
し
て
僻
飼
料
時
限
酬
し
て
、
身
ぐ
る
み
梨
れ
る
よ

級

示

法

で
カ
ン
パ
は
激
減
し
、
数
主

一

曜

講

以

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

な

ど
で
知
り
あ
っ

!
i川
ル

ワ

ン

五

民

主

=

日

高

人

有

権

者

問

題

、

国

家

に

よ

る

聖

書

を

悩

軍

織

迷

宮

巨

あ

っ

た

時

、

差

じ

髪

鉱

物

殺

円
害
す
を
抱
え
て
会
の
財
政

一

塑

闘

h

た
ち
ン
憶
を
て
み
た
い
川

~

詰

討

則

一

一

全

国

支

部

霊

会

事

「

従

軍

慰

求

め

る

里

行

っ

た

。

強

調

議

現

ー

で

で

立

主

が

る

か

も

務

援

物

清

は
育

Eで
す
。
諸
制
度

一

審

晶

作

費
・
下
町
の
暮
ち
し
再
見
と
恩
っ

7
;仲
間
ば
か
り
。
酬

I
l
l
-
-』
高
」
に
対
し
て
「
警

;

争

E

E

--

f

r

r

川

し

れ

ま

え

そ

の

行

き

着

い

緩

務

務

「

に
反
対
す
る
全
て
量
さ
ん
F

一

闇

調

ク

言

文

化

情

報

通

信

抵

「

だ

単

な

る

説

書

の

情

報

だ

川

削

引

っ

の

な

補

償

言

葉

め

る

決

議

時

ハ

主

主

鈴

閉

f
:事詰
ま

っ

た

と

2
2
2

ど、
一手

書

と

と

革

審

一

時

間

幅

l

J

仲

裁

裁

判

の

質

重

=

ι

:

統
細
川
JHA
川
7

、

、

一

一
輔
糧
備
一
ん
た
ん
」
を
朝
し
ま
し
た
。

り

?
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ヒ
川
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
救
喜
を
行
い
、

3
目

、

村

山

首

相

に

山

旧

M
E』
劇
務
総

iud
附
し
た
ら
著
書
私
に
横
き
な
与
っ
こ
す
る
に
は
ど
う
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
λ
振

一

輔

副

ワ

隔

月

で

君

事

。

ン

ト

、

お

ん

な

の

経

済

実

I

川

動

葬

っ

て

い

定

ワ

ン

ダ

難

申

し

入

れ

書

三

宮

引

引

F
審
理
ι
b
J霊
い
員
た
し
て
言
い
切
れ
し
た
ら
良
い
引
か
を
岩
足
元
首
)
1
7
0
・
7
・

5

一

一望

遍

ト

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
ト
百
万
円
の
警
叩
い
て
み
れ
州
民
霊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
第
『
村
山
首
相
は
8
品
目
に
、

ω人
が
、
日
本
再
掲
し
て
母
親
大
会
、
ル
ワ
ン
ダ
の
=

川
る
で
し
ょ
う
か
。
が
皆
、
信
号
合
え
る
社
会
」

4i

.

一

瞬

匡

撮

れ

票
、
下
町
医
「
深
山
区
と
い
っ
た
硬
派
記
事
皇
官
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
療
さ
き
の
害
対
す
る
反
省
と
補
償
を
求
め
る

2
2
2隊
派

遣

己

主

山
個
々
の
自
に
き
て
み
を
つ
く
る
た
め
、
語
す
る
こ
八
日

差

刑

図

書

H

喜

朗
一
喝
日
曜
醐
川
と
い
う
タ
ウ
、
/誌
が
あ
る
の
で
り
と
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
川
ス
タ
グ
フ
2
名
を
送
り
出
レ
不
戦
の
決
意
を
固
め
た
談
話
に
あ
る
園
建
設
仲
裁
裁
判
所

H
1
1
u
u
l
t
川

l石
、
ミF‘
作曲・編曲/ポ-Jいそーリア(8'ドフザグラム)主題曲/蓄積色のメヌエγト脚本/石井君子

小
島川
川
範
子

プ
ッ
ト
首
相
で
あ
る
。

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
首
相
は
、

非
合
法
の
妊
娠
中
一
絶
で
多
く
の

女
性
が
死
ん
で
い
る
と
と
事
着

摘
し
、
「
道
徳
は
偽
普
で
あ
る

場
合
が
あ
る
」
』
演
説
し
(
別

項
参
照
)
、
プ
レ
ス
関
係
者
た

担
が
総
立
ち
し
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
雪
り
沸
き
上
が
っ

た
。
後
で
演
説
し
た
プ
ッ
ト
首

相
は
ま
ず
「
女
と
し
て
、
母
と

レ
て
、
謹
と
し
て
、
そ
し
て
イ

イ
セ
フ
」
が
展
=
ホ
を
行
い
、
「
女
な
と
と
か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ス
ラ
l
ム
教
園
の
リ
ー
ダ
ー
と

奪

性
と
健
康
ネ
一
ッ
ト
ワ
1
ク
同

ジ

行

っ

て

も

、

参

加

す

る

だ

け

で

し

て

来

た

」

寺

山

ベ

、

「

イ

ス

十

年

を

見

渡

し

ζ
行
動
計
画
」
包
皮
と
先
の
除
去
、
川
切
除
/

ヨ
イ
セ
フ
」
「
市
民
フ
ォ
1
ラ
精
一
杯
と
言
わ
れ
た
日
本
の
N
ラ
1
ム
は
中
絶
を
拒
否
す
る
」
の
中
で
「
会
性
の
教
宵
、
健
康
、
ク
リ
ト
リ
ス
切
除
、
山
ク

υト

今
日
Y
」
「
高
齢
社
会
を
G
O
も
、

E
へ

来

て

大

い

に

と

言
い
、
会
場
か
ら
拍
手
が
か
経
済
上
の
地
位
閉
上
は
、
人
口
リ
ス
と
大
陰
部
と
小
陰
唇
裏

よ
く
す
る
会
」
「
女
の
か

ら

だ

発

言

す

る

杏

つ

に

な

り

、

ロ

ビ

え

っ

て

き

た

。
ィ
ス
ラ
1
ム
教
計
画
の
成
功
に
一
寄

E
と
う
去
し
「
復
、
外
陰
部
の
両
側
を

か
ち
川
町
優
生
保
護
法
改
悪
阻
止

l
で

の

焚

流

も

活

発

だ

っ

た

。

ス

ン

ニ

派

が

九

四

パ

ー
セ
ン
ト
た
っ
て
い
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
鹿
の
上
で
閉
じ
る
。
こ
れ
春
初
一

文
部
省
で
は
、

一
日
付
り
で一
、

連

絡

会

」

が

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

日

本

で

も

っ

と

も

各

国

の

注

を

占

め

る

エ

ジ

プ

ト
で
も
、
閣
家
族
法
な
ど
も
イ
ス
ラ
l
ム
の
い
少
女
に
麻
酔
な
し
で
カ
ミ
ソ
一婦
人
教
育
課
内
に
「
女
性
政
策

を
開
催
し
た
o
言

葉

が

不

得

手

目

を

浴

び

た

の

は

車

一

碕

子

で

参

で

中

絶

佳

r
打
わ
れ
て
い
る
一
方
国
の
中
で
は
ま
だ
ま
し
と
言
え
リ
の
刃
の
さ
尋
も
の
で
行
う
一関
整
官
」
を
配
置
し
た
。

で
、
平
ど
も
は
神
か
ら
@
贈
物
る
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
大
変
の
で
あ
る
か
ら
、
健
康
と
、
心
理
一

同
省
内
で
は
初
の
長
排

級

協

級

機

動

協

彰

彰

一

香

品

開

山

諮

問

時

計

紅

白

け

れ

れ

れ

特

長

持

許

比

例

パ

搾

れ

詩

ド

山

崎

市

川

刊

誌

u
r一の
可

日

間

最

U
Vた

;も
t
主

E
L
司

4
4

7
1

代

壁
ハ
千
万
人
の
世
界
人
口
は
ニ
あ
っ
ち
と
い
う
国
で
あ
る
の
で
震
る
。
女
子
割
礼
も
現
在

5
2もの
体
事
長
一
の
は
鈴
木
撃
さ
ん
。
「
在

一

「
|
↑

r「

只
H
U
年
に
は
六
十
四
億
人
、
九
月
五
日
の
会
織
の
初
日
、
の
生
売
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
を
分
の
少
女
に
行
わ
れ
て
い
る
。
的
風
習
を
考
え
る
ア
フ
リ
カ
委
一政
策
調
盤
官
」
は
、
昨
年
七
月
、

ノ

ル

ウ

ェ

ー

首

相

の

演

説

一

E

H

円

一一

O
二
五
年
に
は
八
十
五
億
二
人
の
女
性
の
首
相
演
説
が
満
響
、
妊
密
告
認
め
ろ
れ
苧
与
し
た
事
童
書
わ
れ
員
会
」

(
本
部
エ
チ
オ
ピ
ア
)
一
婦
人
間
里
震
筆
部
省

一
E

R

f

属

国

帽

人

、
ニ

O
Z
O年
に
は
百
億
入
場
の
各
国
の
政
府
代
表
と
マ
ス
て
い
な
い
。
ま
た
一
般
の
人
々
た
乙
と
の
意
義
は
大
き
く
、
ェ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
女
子
劃
礼
の
一時
)
が
決
定
し
た
「
男
女
共
同

会
議
官
、
ヴ
ァ
チ
ァ
ン

2に
贈
る
わ
け
で
は
あ
り

一

)

，

鳥

と

増

加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
関
係
者
の
注
目
を
引
い
に
も
害
入
れ
ら
れ
て
い
な
ジ
プ
ト
亀
の
国
周
需
産
実
警
ビ
デ
オ
言
え

一参
画
室
づ
く
り
に
関
す
る

と
の
意
見
の
ち
が
い
を
明
確
に
ま
せ
ん
。
道
徳
は
個
人
に
選
沢

一

T
f
J

今
、
人
口
問
題
に
対
し
て
地
球
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
プ
ル
ン
ト
ぃ
。
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
ほ
五
歳
の
少
女
が
女
た
ち
に
お
さ
一推
進
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
」

冷
車
む

μ韓民
経

一

わ

て

刊

誌

同

時

諮

問

持

百

倍

ス

リ

中

h
u
f
;一
し
い
も
の
言
。

u
u
q
m
i諸
問

十

一

銭

何

十

日

当

日

「
私
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
広
罪
に
し
て
し
苓
つ
の
を
や
め
る
一

い

ー

で

あ

つ
も

一

i
F
注
J
一

登

場

制

一
億

一
千
万
人
以
上
最
ち
れ
た
o
在
は
性
欲
を
一
環
賓
室
の
文
教
施
策
に
お

E
Eのサ
l
ビ
ス
を

Eに
も
繋
が

5
5一
重

し

日
本
引
思
議
の
事
喜

一

弘

強

蕗

匙

額

貯

九

も
が
「
女
子
割
礼
」

コ
ン
ト
ロ

L
で
き
な
い
高
一り

る

、

望

書

調

整

窓

重
な
価
格
で
受
け
一
る
こ

3
3、
2れ
が

一
岨

E
祭
り
に
:
是
は
し
ゃ
ぎ

一

瞬

駐

議

臨

時

ザ

在

寝

室

さ

に

子

霊

長

て

弘

、

処

女

号

、

一塁
な
ど
か
色
、
置
か
れ
る
と

出
来
る
べ
き
で
者
と
の
一語
母
票
望
ま
な
い
妊
娠
や
非
合

一

nJ
争

時

ょ
う
で
一
、
何
か
変
と
感
じ
た
の

n
as・圃
J
即

1
討
す
h
笠
機
に
す
る
も
の
が
女
子
創
礼
で
家
族
の
名
蛍
と
善
を
守
り
、

一と
に
な
っ
た
も
の
。

が
広
が
っ
て
き
た
乙
と
を
つ
れ
法
な
中
絶
に
よ
っ
て
苦
し
ん
だ

一

r
t
v
l
E
F

は
私
だ
け
で
あ
る
っ
か
。
ホ
ス

J
4
4悶
園
陸
曹
臨
時
g
a砲
事
』
あ
る
o
私
が
翻
釈
し
た
「
女
子
男
性
が
劃
礼
を
し
た
女
性
宇
語
-

主
に
、
女
性
に
関
わ
る
文
教

員
い
ま
す
。
宗
教
は
時
と
急
落
し
た
り
す
る
こ
と

一

ム

出

占
エ
ジ
プ
ト
で

E

E

4

開

慢

副

礼

」

(

聖

書

)

;

に

望

む

か

ち

で

君

。

一
襲

に

関

す

る

再

審

し
て
大
き
な
障
害
に
な
り
ま
や
、
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
た
子

一

dAF

は
崎
町
刻
な
-
も
の
で
あ
る
し
、
ィ
除
司
曹
司
自
睡
眠
引
く
膏
か
れ
て
い
る
が
、
ァ
フ
リ
し
て
い
な
り
れ
ば
売
春
婦
と
み
一
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
は
じ

院

は

諸

諸

問

日

刊

誌

諒

一

諸

問

一

ラ

ド

ル

克

司

法

諮

問

何

十

J

匂

掴

諸

説

す

片

山

詩

話

器

長

官

務

時

助

事
す
。
し
か
し
、
道
徳
は
ば
、
偽
善
で
し
か
あ
り
ま
せ

一

え

義

喜

光

i
E、
i

f号
』
を
わ
か
ら
せ
た
い
、

2
7億
一干
支
以
上
い
る
。
ァ
昔
、
毒
さ
れ
な
い
き
一
言
、
国
際
費
と
の
語
、
女

性
を
規
制
し
、
生
ま
れ
告
の
ん
。
」

一

v

ノ

4

喧

ム

パ
ラ
ク
大
統
領
の
政
権
転
覆

し
て
王
山
」
毒
釦
副
草
子
宮
博
喜
一
フ
リ
カ
の
人
口
の
場
加
に
せ
に
私
た
ち
は
十
分
気
を
つ
り
、

一
性
学
に
関
す
る
専
門
的
な
調

華

料

軒

下

人

の

選

択

一

イ

会

長

長

時

日

置

問

比

日

一

日

日

韓

詩

刊

日

日

告

書

言

語

弓

一

実

際
に
観
光
収
入
ダ
ウ
ン
で
苦
『
H
H
H
H
H
H
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
法
が
あ
る
。

ωク
リ
ト
リ
ス
の

一
末
I
タ
l
。

主
主
宰
遺

(2 ) 

国
際
人
口
・
開
発
品
議
官
月
3
臼
ー
は
日
カ
イ
ロ
)
は
、
「
中
絶
」
や
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
、
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ

(性
と
性
殖
「
蘭
す
る
健
康
/
権
利
)
」
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
紛

糾
し
た
が
、
中
絶
の
A

是
化
に
反
対
し
て
い
た
バ
チ
カ
ン
な
ど
が
、
意
見
を
H

保
伊
し
て
議

事
進
行
円
札
協
力

K
た
め
愚
終
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
れ
匂
こ
ご
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
N
G
O
の

国際人口
開発会議

文部省に「女性政策調整官」

- 男女共同参画型社会づくり ・

月間金

力
と
も
言
わ
れ
奇
世
界
の
N
G
O
の
女
性
が
カ
強
く
毒
し
、
会
議
の
需
が
中
絶
に
ば
か

り
集
中
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
途
上
国
に
人
口
抑
制
審
来
め
る
の
み
で
な
く
、
先
進
国
は
環
境

破
槙
を
罰
き
起
こ
し
て
い
る
大
軍
消
費
パ
タ
ー
ン
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
大
い
に
訴
え
え

日
本
の
N
G
O
も
十
一

団
体
、
組
白人
一が
歩
加
し
匂

〈月曜日〉

女
性
の
視
点
浮
き
彫
り

カ
イ
ロ
会
議
に
参
加
し
た
世

界
の
N
G
O
は
吉
三
十
三
カ
圃

か
ら
約
千
五
百
団
体
、
五
干
人

以
上
。
日
本
か
ら
は
十
一
団
体
、

約
百
人
が
参
加
し
た
(
女
性
が

八
割
)
。
今
回
は
じ
め
て
政
府
代
表
団

に
N
G
O
か
ら
三
人
の
メ
ン
パ

安斎ノ、議ñ-~国釜~(揖3橿郵恒物毘可}第 107ア号第 1077号(車3橿郵恒物胞可}

ー
(
樋
口
恵
子
、
岩
崎
駿
介
、

近
泰
男
さ
ん
)
が
入
っ
た
乙
と

で
ロ
ビ
1
活
動
が
よ
く
で
き
、

河
野
外
務
大
臣
と
日
本
の
N
G

O
の
対
話
集
会
が
墾
羽
υた
の

怯
成
果
だ
っ
た
。

日
本
の
N
G
O
で
は
「
女
性

弁
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
ジ
ョ

加
し
た
安
積
遊
歩
(
あ
さ
か
ゆ

う
ほ
)
さ
ん
。
安
積
さ
ん
は
先

天
性
骨
炉
威
不
全
症
の
量
度
陣

官
官
者
。
陣
富
者
の
立
場
か
A
4
「
人

口
政
策
に
よ
る
女
へ
の
犯
罪
に

関
寸
各
国
際
民
ム
聴
会
」
や
「
女

性
と
健
康
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
」
で
、

衛
生
保
護
法

γ占
雪
J

く
陣
茜
女

性
へ
の
子
宮
摘
出
の
事
実
を
告

発
、
白
本
で
は
陣
畜
を
持
つ
女

性
が
子
供
を
産
む
樋
利
は
無
視

さ
れ
て
い
る
と
迫
力
を
も
っ
て

訴
え
た
。

(
9月
鈎
日
明
カ
イ

ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議
女

性
井
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
報

告
会
か
ら
ま
と

eEし
た
)

あさ8:00

省
庁
、
国
会
議
員
に
要
請

新
日
本
婦
人
の
会
秋
の
行
動

「
予
算
を
真
の
国
民
の
生
活
た
。

向
上
の
予
算
に
」
と
国
の
予
贋
十
五
回
に
な
る
今
年
は
「
許

編
成
署
前
に
、
恒
例
の
新
臼
志
す
な
消
費
税
、
コ
メ
輸
入
自
由

帰
人
の
A
E
H
秋
の
中
央
総
行
動
f

化
、
自
衛
隊
海
外
派
兵
、
軍
事

が
、
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
費
削
っ
て
く
ち
し
と
福
祉
・
教

育
の
充
実
を
」
脊
程
に
、
会
国

各
地
か
A
集
っ
た
会
員
三
百
名

が
、
午
前
中
回
各
省
庁
、
国
会

議
員
を
た
ず
ね
て
要
晴
行
動
を

行
い
、
午
後
か
ら
は
島
水
省
前

で
宣
伝
行
動
、
続
い
玄
銀
座
を

デ
モ
行
進
し
た
。

乙
の
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
だ
っ
た
が
皆
元
気
ι

ま
ず
鹿
水
省
に
「
米
の
自
由

化
は
日
本
の
農
業
宇
設
寝
す
る

も
の
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。
「
秋

の
臨
時
国
会
で
ガ
ッ
ト
手
託
准

し
ょ
っ
と
し
て
い
る
が
、
ガ
ッ

ト
加
問
百
二
十
四
ヵ
国
中
、
批

准
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
十

=
一
ヵ
国
。
ア
メ
リ
カ
、
E
C諸

国
で
も
反
対
運
動
が
高
ま
っ
て

い
る
。
コ
メ
の
輸
入
、
自
由
化

の
国
会
決
躍
を
三
国
も
し
、
多

く
の
国
会
歯
貝
も
公
約
し
て
い

る
。
ガ
ク
ト
の
批
准
は
国
会
副
伏

線
、
公
約
を
踏
み
に
じ
る
も
の

だ
」
と
も

エイズ感染者への
体制整備を求めて

都
議
会
に
請
願
書
を
提
出

準備出産&からだのおしゃべり会

ト
が
行
わ
れ
る
辛
つ
指
導
す
る

乙
と
」
「
す
べ
て
の
都
立
病
院

で
H
I
V
感
浪
者
を
受
砂
入
れ

る
こ
と
」
等
の
エ
イ
ズ
感
染
者

に
対
す
る
体
制
強
備
を
求
め
る

筒
願
密
を
提
出
し
た
。

エ
イ
ズ
感
勲
者
が
急
相
し
て

い
る
の
に
、
対
応
す
る
病
院
の

盤
備
が
お
く
れ
、
都
立
病
院
で

入
院
拒
否
訟
ω
て
い
る
と
と
。

一
方
、
無
断
で
検
査
が
行
わ
れ

本
人
へ

2
ロ
知
な
し
に
勤
務
先

や
通
学
先
に
通
報
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
寄
る
と
い
う
と
と
か

ら
、
乙
の
請
願
と
な
っ
た
。

杉
並
区
は
先
に
妊
婦
の
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
予
算

化
し
た
が
、
区
内
に
公
立
病
院

が
な
く
、
都
に
協
力
を
求
め
た

と
と
ろ
、
都
に
「
何
の
相
談
も

な
く
、
い
き
な
り
『
予
算
が
つ

い
た
』
と
い
わ
れ
で
も
図
る
。

国
状
の
公
費
検
査
は
医
療
者
の

感
策
防
止
に
し
か
な
金
な
い
」

と
は
ね
つ
け
ら
れ
た
経
締
が
あ

る。

道
を
は
さ
ん
だ
向
い
に
あ
る
一

外
務
省
に
は
、
国
連
常
任
理
事
一

国
入
り
、
ル
ワ
ン
ダ
の
自
衛
隊
一

派
遣
に
対
玄
る
抗
搬
の
声
を
上
一

げ
た
。

一

消
質
税
廃
止
運
動
軒
続
財
て
一

き
た
社
会
骨
赤
、
廃
止
ど
こ
ろ
一

か
五
銘
に
ア
ッ
プ
、
し
か
斡
見
一

直
し
」
条
項
を
盛
り
込
ん
で
の
一

閣
議
決
定
。
十
月
一
目
か
ち
入
一

院
給
食
の
有
料
化
、
世
界
一
高
一

い
教
育
費
な
ど
な
ど
村
山
政
権
一

の
弱
者
冷
遇
政
策
を
批
判
レ
一

「
来
隻
度
の
予
算
編
成
で
は
、

一

「
牛
乳
の
脂
肪
中
に
ダ
イ
オ
キ

世
界
二
位
ま
で
今
く
れ
あ
が
っ

一

シ
ン
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
メ

た
軍
事
責
を
大
幅
に
削
り
、
大
一

l
カ
ー
に
よ
っ
て
は
植
物
油
で

企

業

優

遇

を

や

め

、

国

民

の

く

一

代

用

し

て

い

る

が

、

こ

の

組

物

ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
充
実
さ
一
世
界
中
の
人
乳
を
は
じ
め
晴
汚
深
さ
れ
て
い
る
た
め
、
粉
ミ
油
が
農
架
汚
挺
さ
れ
て
い
な
い

せ
る
こ
と
を
基
本
に
せ
よ
」
と
一
乳
動
物
の
乳
汁
に
、
発
ガ
ン
性
ル
ク
よ
り
母
乳
の
ほ
う
が
ま
だ
と
い
う
保
証
は
な
い
」
と
も
述

要
望
。

一
の
あ
る
腹
績
が
残
留
し
て
い
安
全
だ
と
い
う
。
べ
て
い
る
。

最
後
に
井
上
美
代
金
長
は
一
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
農
ガ
プ
リ
エ
ラ
・
パ
!
?
l
モ
l
ゼ
ス
博
士
に
よ
れ
ば
、

「
ニ
大
政
党
な
ど
と
言
ラ
が
、
一
築
教
育
セ
ン
タ
ー
の
マ
リ
オ
ン
は
、
著
'
「
母
乳
晴
賓
の
政
治
中
で
も
第
三
世
界
の
女
性
ほ
、

日
本
の
政
治
が
自
民
党
の
愚
政

一
・
モ
l
ゼ
ス
博
士
は
、
パ
プ
ア
経
済
学
」
(
邦
訳
、
技
術
と
人

非
常
に
多
く
の
農
薬
を
浴
び
て

を
さ
ら
に
推
進
す
る
政
治
内
容

一
・
ニ
ュ
l
ギ
ニ
ア
や
イ
ン
ド
の
聞
社
刊
)
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
お
り
、
調
査
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、

に
な
っ
て
い
る
と
と
を
ヒ
シ
ヒ

一
僻
村
で
も
農
薬
汚
挺
さ
れ
た
母
の
あ
る
調
査
で
は
千
二
百
頭
の
香
港
、
メ
キ
シ
コ
の
女
性
の
母

シ
と
感
じ
る
。
国
民
が
声
宇
ヱ
一
乳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
牛
か
色
採
っ
た
乳
汁
サ
ン
プ
ル
乳
中
の
残
留
塵
薬
濃
度
が
最
も

げ
れ
ば
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
一
う

o

C

三
口
七
八
必
が
汚
殺
さ
れ
て
高
い
と
い
う
。
「
汚
抗
日
が
母
親

で
き
る
。
今
乙
そ
声
孝
よ
げ
よ

一
し
か
し
、
牛
な
ど
の
乳
汁
も
い
た
と
述
べ
て
い
一
色
。
ま
た
、
か
ら
乳
兜
に
移
行
す
る
過
程

行
下
院
可
く
人
に
力
強
一

，
農

薬

汚

染

に

さ

ら

さ

れ

る

赤

ん

坊

杉
並
区
の
市
民
グ
ル
ー
プ

「
準
備
出
産
&
か
ら
だ
の
お
レ

ゃ
べ
り
会
」
(
森
冬
実
代
表
)

と
「
H
U
M
A
N
A
-
D
S

L
I
B
E
R
A
T
I
O
N
」
(森

下
紀
彦
代
表
〕
は
、
九
月
、
東

京
都
織
会
に
対
し
「
都
の
各
検

杏
穣
関
に
H
I
V検
査
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
常
時
お
く
と

と
」
「
検
査
に
関
し
て
は
充
分

な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

は
、
詳
細
に
跡
付
け
ろ
れ
て
い

ま
す
。
第
一
子
よ
り
第
二
子
、

第
三
子
と
な
る
ほ
ど
母
乳
中
の

農
薬
濃
度
は
減
少
し
て
い
き
ま

す
。
母
乳
噛
育
は
、
母
体
の
塵

薬
浄
化
法
と
も
い
え
ま
す
」

ロ
ン
ド
ン
の
女
性
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
齢
、
『
ル
ク
中
の

残
留
墨
葉
台
戸
」
も
に
水
道
水
の

汚
染
も
懸
会
己
れ
る
の
で
、
母

乳
鴨
育
推
進
が
賢
明
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
留
物
の
赤
ん
勿
へ

の
影
醤
と
し
て
は
、
母
乳
か
ら

よ
り
も
子
宮
内
で
の
方
が
大
き

い
と
し
て
い
る
。
二
回

8

5目
b

沼
田
毒
菌

回
出
耳
目
盟
主
)

女
性
へ
の
暴
力
考
え
る
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江
の
島
国
際
会
議
を
開
催

-~úTBS 賀子ドラマ橋田10月13日スタート
木曜よる9時
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アタマもさめるカフェオレ・テレピ

事専J句鳥

新キャスター霊場でフレッシユアップ

日
本
の
N
G
O
も
百
人
が
参
加

川

治

学

院

大

関

師

)

、

星

野

晶

子

川

私

達

は

、

死

刑

囚

の

自

省

を

の

人

間

で

あ

る

と

と

に

気

ダ

¥

主

体

的

に

遥

動

す

る

。
麦
の
会

川

(

か

な

が

わ

女

性

セ

ン

タ

ー

錯

川

基

礎

に

「

殺

人

も

死

刑

も

な

い

で

し

ょ

う

。

な

ぜ

事

件

に

歪

つ

は

、

死

刑

囚

に

よ

る

死

刑

廃

止

長
H
コ
l
デ
ゴ
見
l
タ
l
)
さ
川
基
」
を
目
指
す
、
死
刑
囚
と
た
の
か
、
毒
事
件
を
お
こ
し
運
動
で
あ
り
ま
す
。

ん
ι

酬
獄
外
支
援
者
の
集
ま
り
で
す
。
て
し
ま
っ
た
の
か
を
自
省
し
、
右
の
理
由
に
よ
り
、
変
の
会

川

ラ

オ

ス

か

ら

タ

イ

へ

売

ら

れ

川

患

者

〈

正

会

員

)

と

、

全

国

二

度

高

じ

よ

主

事

件

が

お

で

は

、

獄

中

・
獄
外
を
間
わ
ず

川

て

行

く

、

山

岳

民

族

の

女

性

た

酬

の

支

援

者

(

協

力

会

号

、

そ

t

a

'

仲
間
で
あ
り
、
死
刑
廃
止
春
美

川
叩
月
初
日
、
江
の
島
国
際
会
議
ス
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な
形
を
と
救
鏡
セ
ン
タ
ー
館
長
・
富
永
愛
性
の
人
権
を
守
る
運
動
な
ど
、
川
か
ち
成
っ
て
い
ま
す
。
決
定
は

務

弘

援

物

寸

ノ

す
。
自
省
は
獄
中
者
が
み
ず
か

川
「
女
性
へ
の
一勇
l
告
を
お
り
、
性
差
別
の
構
造
が
端
的
に
さ
ん
、
ラ
オ
ス
女
性
同
盟
女
性
皐
人
の
全
く
知
書
い
状
況
基
署
作
る
運
営
責
宗

務

務

務

階

ち
行
う
-
生
で
あ
り
、
毒
者

川
び
や
か
主
百
の
」
(
同
時
市
あ
色
わ
れ
、
来
年
北
京
で
開
か
と
塵
村
開
発
部
副
部
長
・
チ
ャ
だ
申
告
っ
。

川

行

い
、
協
力
会
員
の
中
か
ら
事

務

4
U
務

1
午

は
求
め
ら
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
セ
リ

酬
時
犯
分
)
を
開
催
、
関
連
し
忘
れ
る
第
4
回
世
界
女
性
会
識
の
ン
ト
ゥ
ム
・
ラ
ッ
マ
う
さ
ん
問
合
せ
・
申
込
み
か
な
が
酬
務
局
員
を
募
り
、
正
会
員
を
支
繍
級
働
勤
務
倒
E
t

ン
グ
等
そ
の
手
伝
い
を
す
る
と

川
易
自
か
ら
け
月
6
日
ま
で
重
な
テ
!
?
の
一
つ
。
品
に
、
日
本
か
主
ナ
代
(
淑
徳
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
企
画
関
盤
部
川
え
て
い
ま
す
。

鶴

百

九

一

協

を

と
も
あ
皇
す
が
、
「
自
省
し

川
「
反
・
女
性
へ
の
察
力
」
資
料
回
の
夜
か
色
戸行
わ
れ
る
「
東
ア
短
大
教
授
)
、
加
藤
秀
一
(
明

世
0
4
R0
・幻
・
2
1
1
1
川
た
と
え
無
実
で
な
く
と
も
、

磁

1
1
4磁
」

な
さ
い
」
と
は
雷
い
ま
せ
ん
。

酬

震

を

仔

う

。

ジ

ア

女

性

フ

才

i
ラ

ム

」

の

直

川

死

刑

囚

を

私

遣

は

特

別

視

し

ま

修

ad綴
縄
場
脇
合
R

回

数
カ
月
前
、
経
理
担
当
で
一事

川
女
性
へ
の
暴
力
は
、
夫
か
ら
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
意
義
あ

加

日

i
n月
6
日

ま

で

資

料

展

も

川
せ
ん
。
人
闘
で
あ
る
替
、
誰

鶴

宗

務

t
実
上
の
代
表
で
も
あ
っ
た
霊

山

妻

へ

の

暴

力

、

請

書

、

レ

る

も

の

に

な

り

そ

え

山

も

が

等

し

く

被

書

記

事

務

務

動

胸

中

局
員
に
よ
る
経
費
の
使
い
込
み

川=====
一言
=芸=一喜
一
E
=
童
三
喜
一
三
=
一
三
三
三
=
圭
=圭
=三三
=一三=
一
三
一
三
=
E
=喜
一
三
三
三
三
重
主
主
主
=
一
三
重
量
=
=
E
=
圭
=
一
三
一
三
=
圭
=
童
三
Z
E
-
-
喜
一
川
者
に
も
な
り
う
る
存
在
と
考
え

物
陶
初
絡
』
胸
腕

p
u

が
発
覚
し
、
私
選
は
満
天
下
に

川

長

選

F

撃
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

蓄
債
を
行
わ
せ
る
乙
と
』
と
申
込
み
高
新
宿
区
西
早
川
て
い
ま
す
。
普
段
は
死
刑
事
件

瀦

動

配

動

物

な

、
監
さ

E
ま
し
た
o事
壁
、

川

、

瓶

、
い

ur
「
ル
ワ
ン
ダ
一
難
民
草
金
」
語
。

稲

?

?

m

M

N

C

川

な

Y
吉
分
は
龍
係
と
考
え

物

協

錫

与

事
務
局
員
室
員
交
代
ま
で
進

一一一芸ZE--呈
ZE--量一三一一喜一EE--圭

i三
三

三

三

三

告

示

設

せ

川

一

ゾ

崎

清

刊

行

ど

下

位

向

車

問

口

問

41i世
話

誤

解

同

累

計

諮

問

時

計

一

覇

軍

瞳

襲

撃

襲

警

機

躍

誠

一

ふ

み

さ

?

?
i
i
l。
て

『

雲

は
す
み
や
か
に
侵
略

-

R

‘

j

;
州

連

善

悪

証

言

る

こ

警

綴

疋

局
主
い
で
建
て
直
し
に
腐

一

盟

議

機

騒

翠

叫

緩

日

隠

匿

問

題

開

設

機

機

一

言

書

務

w
d誌
が

後

の

混

乱

一

間

同

雌

一

ス

タ

ッ

フ

全

員

が

さ
ま
ざ
差
運
動
官
の
会
酬

一.

「
従
軍
警
告
に
対
し
て
僻
飼
料
時
限
酬
し
て
、
身
ぐ
る
み
梨
れ
る
よ

級

示

法

で
カ
ン
パ
は
激
減
し
、
数
主

一

曜

講

以

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

な

ど
で
知
り
あ
っ

!
i川
ル

ワ

ン

五

民

主

=

日

高

人

有

権

者

問

題

、

国

家

に

よ

る

聖

書

を

悩

軍

織

迷

宮

巨

あ

っ

た

時

、

差

じ

髪

鉱

物

殺

円
害
す
を
抱
え
て
会
の
財
政

一

塑

闘

h

た
ち
ン
憶
を
て
み
た
い
川

~

詰

討

則

一

一

全

国

支

部

霊

会

事

「

従

軍

慰

求

め

る

里

行

っ

た

。

強

調

議

現

ー

で

で

立

主

が

る

か

も

務

援

物

清

は
育

Eで
す
。
諸
制
度

一

審

晶

作

費
・
下
町
の
暮
ち
し
再
見
と
恩
っ

7
;仲
間
ば
か
り
。
酬

I
l
l
-
-』
高
」
に
対
し
て
「
警

;

争

E

E

--

f

r

r

川

し

れ

ま

え

そ

の

行

き

着

い

緩

務

務

「

に
反
対
す
る
全
て
量
さ
ん
F

一

闇

調

ク

言

文

化

情

報

通

信

抵

「

だ

単

な

る

説

書

の

情

報

だ

川

削

引

っ

の

な

補

償

言

葉

め

る

決

議

時

ハ

主

主

鈴

閉

f
:事詰
ま

っ

た

と

2
2
2

ど、
一手

書

と

と

革

審

一

時

間

幅

l

J

仲

裁

裁

判

の

質

重

=

ι

:

統
細
川
JHA
川
7

、

、

一

一
輔
糧
備
一
ん
た
ん
」
を
朝
し
ま
し
た
。

り

?
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ヒ
川
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
救
喜
を
行
い
、

3
目

、

村

山

首

相

に

山

旧

M
E』
劇
務
総

iud
附
し
た
ら
著
書
私
に
横
き
な
与
っ
こ
す
る
に
は
ど
う
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ
λ
振

一

輔

副

ワ

隔

月

で

君

事

。

ン

ト

、

お

ん

な

の

経

済

実

I

川

動

葬

っ

て

い

定

ワ

ン

ダ

難

申

し

入

れ

書

三

宮

引

引

F
審
理
ι
b
J霊
い
員
た
し
て
言
い
切
れ
し
た
ら
良
い
引
か
を
岩
足
元
首
)
1
7
0
・
7
・

5

一

一望

遍

ト

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
ト
百
万
円
の
警
叩
い
て
み
れ
州
民
霊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
第
『
村
山
首
相
は
8
品
目
に
、

ω人
が
、
日
本
再
掲
し
て
母
親
大
会
、
ル
ワ
ン
ダ
の
=

川
る
で
し
ょ
う
か
。
が
皆
、
信
号
合
え
る
社
会
」

4i

.

一

瞬

匡

撮

れ

票
、
下
町
医
「
深
山
区
と
い
っ
た
硬
派
記
事
皇
官
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
療
さ
き
の
害
対
す
る
反
省
と
補
償
を
求
め
る

2
2
2隊
派

遣

己

主

山
個
々
の
自
に
き
て
み
を
つ
く
る
た
め
、
語
す
る
こ
八
日

差

刑

図

書

H

喜

朗
一
喝
日
曜
醐
川
と
い
う
タ
ウ
、
/誌
が
あ
る
の
で
り
と
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
川
ス
タ
グ
フ
2
名
を
送
り
出
レ
不
戦
の
決
意
を
固
め
た
談
話
に
あ
る
園
建
設
仲
裁
裁
判
所

H
1
1
u
u
l
t
川

l石
、
ミF‘
作曲・編曲/ポ-Jいそーリア(8'ドフザグラム)主題曲/蓄積色のメヌエγト脚本/石井君子

小
島川
川
範
子



汐
ん
ψ
タ
り
グ
υグ

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
十
月
か
ら
始
人
の
見
事
な
ま
で
の
裏
切
り
が
に
し
た
二
人
の
女
性
と
、
典
子
目
、
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
十
う
。
リ
l
で
楽
し
め
る
グ
ド
ラ
マ
に

メ
ア
メ
圃
，
ソ
ん
紗
ん
βγ

ま
る
連
続
ド
ラ
マ
。
女
性
た
ち
発
覚
f
新
し
い
職
場
で
も
慣
れ
と
彩
と
同
居
を
す
る
賢
(
柳
葉
回
、
午
後
八
時
か
ち
八
時
五
十
長
女
の
結
花
(
田
中
律
子
)
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
で
も
、

グ
り
ん
・

函

浄
ろ

グ

の
活
盟
は
ひ
と
し
お
。
秋
も
フ
な
い
仕
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
壁
。

敏
郎
)
、
そ
の
突
・
香
奈
(
水
四
分
ま
で
放
送
さ
れ
る
の
が
、
は
デ
パ
ー
ト
勤
め
。
た
だ
し
、
四
人
は
本
物
の
家
族
の
よ
う
に

ゲ
ケ
グ
ー
が
ん
d
f
dグ
V

ジ
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
は
女
性
中
重
労
働
に
疲
れ
切
る
毎
日
:
・。

野
真
紀
)
、
の
ち
の
典
子
の
恋
ラ
ブ
・
コ
メ
デ
ィ
「
半
熟
卵
」
。

仕
事
は
マ
ン
ネ
リ
気
味
。
次
女
仲
良
く
、
「
み
な
で
食
事
に
行

γJo
h
膨
れ
y
f
d
y
f

心
で
す
。

典
子
の
親
友
・
彩

(
松
下
由
人
と
な
る
裕
之
(
仲
村
ト
オ
ル
)
璽
原
近
郊
の
閑
静
な
住
宅
街
の
歌
南

(
内
固
有
紀
)
は
高
校
乙
う
」
と
か
、
朝
か
ら
食
べ
る

ら
汐
田
園
万

'J
ん
ん

二
十
日
か
ら
始
ま
る
木
曜
劇
樹
)
は
商
社
に
勤
め
ま
し
た
が
、
な
ど
が
絡
み
、
さ
ら
に
両
親
の
で
;
唯
一
さ
わ
が
レ
ゲ
大
生
、
一
家
の
台
風
の
目
。
=
一
女
・
話
ば
か
り
f
イ
キ
の
あ
っ
た
と

ソ

ノ

ん

〆

ダ

ガ

場
「
却
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
(
十
仕
事
に
満
足
せ
ず
報
道
カ
メ
ラ
問
題
な
ど
を
含
め
、
女
た
ち
の
場
家
は
、
母
と
娘
三
一
人
、
奇
襲
生
(
と
も
さ
か
り
え
)
は
中
乙
ろ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

L
k
d
心
断
円
ψ
グ
ソ
グ
'

二
月
二
十
二
日
ま
で
全
十
回
。
マ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
生
き
方
と
μ
幸
せ
探
し
H

を
描
か
り
の
四
人
家
肢
で
す
。
六
年

学

生
。
家
族
の
誰
よ
り
も
冷
静
加
え
て
、
軍
華
な
の
が
脇
役

汐
/
j
J

酌
れ
楢
同

μ
yソ
グ
f

毎
木
曜
午
後
十
時
か
ら
十
時
五
仕
事
は
充
実
、
彊
り
切
っ
て
い
き
ま
す
。
前
に
夫
を
失
い
、
保
険
の
外
交
で
、
大
人
。
将
来
の
人
生
設
計
陣
。
町
子
を
一
途
に
思
い
続
け

グ
ワ
庁
/
A汁
』
畑
ιグ/ソ

十

四

分

)

。

ま

す

。

し

か

し

現

実

主

義

者

で

企

画

・
宅
間
秋
史
、
脚
本
・

を
し
て
一
家
を
享
え
る
母
親
の
も
着
実
に
立
て
て
い
ま
す
。
る
ラ
ー
メ
ン
屋
に
田
原
俊
彦
が

九

9z
d〆
メ

二
十
九
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
あ
る
恋
人
・
達
也
(
竹
下
欣
伸
〉
鎌
田
敏
夫
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

・

町
子
(
篠
ひ
ろ
き
と
い
う
と
、
と
ん
な

一家
が
篠
ひ
ろ
子
の
久
々
の
三
枚
目
で
出
演
。
結
花

シ
e
'
Fη7d
前
に
、
仕
事
も
黙
久
も
友
情
も
は
、
他
の
女
性
と
結
婚
し
て
し
中
山
和
記
、
演
出
・
鈴
木
雅
之
、
大
変
な
し
っ
か
り
も
の
の
よ
う
楽
し
い
お
母
さ
ん
を
中
心
に
、
の
婚
約
者
に
森
脇
健
児
、
結
花

'
d
'
b
w
ψ
r
d
壁

に

ぶ

つ

か

り

、

掻

れ

動

く

女

ま

っ

て

い

ま

す

。

星

田

良

子

。

で

す

が

、

実

は

?

ハ

l
で
、
笑
わ
せ
、
時
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
が
本
気
で
惚
れ
て
し
ま
う
ア
イ

ぷ

阿

J
Hげ
引
刈
外
1
グ

性
の
気
持
ち
一
を
描
い
た
、
大
人
そ
ん
な
設
定
で
、
三
十
を
前
二
十
一
日
か
ら
毎
週
金
曙
ま
る
で
四
姉
妹
の
末
娘
の
よ
か
せ

4
琶
代
オ
l
ル
フ
ァ
ざ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
夢
中
な
青
年
に

ルノ
，
L
円
晴
E
S
Vグ

向

け

の

味

の

あ

る

ド

ラ

マ

で

碍

薄

遇

醤

包

必

阻

四

回

聞

週

週

聞

広

重
議

議

i

f
a
i
t温
想
滋
議
露
大
浦
龍
字
て
結
花
の
憧
れ
の

νh咽
7υ
シ

J

ピざ
いlj
肱
置
眠
障
B
Z
a

u
額
欄一一

vi¥J:tv一函
懇
織
田

κa限切
れ

す

。

く

ス

長

率

轟

圃

列

J
蜘

榊

瞬

ず

毒

薬

量

販

機

内

上
司
に
鶴
見
鹿
吾
な
ど
、
多
土

ヴ
シ
ね
溜
綱
方
ι

矢
吹
典
子
(
山
口
智
子
)
は
、

'
B
マ

一「J

翻
除
問

M
圃
す
議
芳
柳

母

闘機
J

仁

子
ぶ

院

院

付

悩

畷

際

、

彩
々
。
毎
回
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ヌ

嵐

タ

ツ

一
干
九
歳
。
大
学
率
業
後
ア
パ
描

ス

的

遺

訓

郡

-T
喜

一

台

同

園

湛

掴

圃

酬

明

に
、
内
田
有
紀
夫
章
一

グノ円
ruら
ク

叶
1

J
g
~襲
撃
警
豊
富

官
、
勺
若
a

・3園
調
関
翠
y

ynκ
努
ρ

レ
ル
メ
ー
カ

ー

に

就

職

、

企

画

右

リ

附

懸

級

機

毅

機

懇

翠

ゑ

議

静

一
一
プ

ld闘
鵬

震

航

が
、
カ
ラ
オ
ケ
で
デ
ュ
エ
ッ
ト

doe-失グ
部
に
配
属
さ
れ
、
夢
を
持
っ
て
一

ノ

ク

議

繋

線

鶴

綴

撃

機

騒

山

L
P
H
L
H

騒

伊

島

EEE・
圃

属

製

ヘ
え

す
る
H

お
楽
し
み
H

も
つ
い
て

%

区

ル

舷

バ

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
o
と
と

き

の

ヤ

ι匂
長
持
議
路
四
九
b
L

樹

齢

副

圃

圃

・

・

・

藤

忠

い
ま
す
。

向

閣

の

九

?

と

宅

金

は

新

色

ヤ

一
斜

陽

;

明

感

輔

副

樹

園

・

圃

賜

昨
日

ま
た
、
脚
本
の
梅
田
み
か
は

咽
幅

削

冨

利

男

規
事
業
の
一
環
と
し
て
、
レ
ス

州

コ

2

γ
ム

園

町

棚
円

隣

国

柄

品

一ユ

・

画

・

・

・

・

・

・

壊

と

連
続
ド
ラ
マ
に
初
挑
戦
。
ラ
ジ

ク
，
色

A
a
u汁
ぷ
/

J

帽

「
1

一ト

h---F'F勧旨
・

コ

務総
ι

一斉
姐
週
溢
圏
圏
圃
・
・
・
園
調
護
ら

物
以
刀
仰

い
お
り
刊
王
子
抑
制

購
幽
田
昌

ん

え
間
隔
は
リ

γ
5
5阿部れ

U一
一

叫

一

万

に
わ
伝

子

安

と

一

昨

酔

一

関

v
t樹母
娘
4
人

の

ラ

ブ

コ

メ

一
ア
ド
ド
史
、
プ
ロ
デ

/
4
フ

テ

方

緒
に
パ
1
ス
デ
l
デ
ィ
ナ
ー
を

aZ
J

木

議

議

ら
由

ュ
l
ス
・
演
出
・
楠
田
泰
之
、

初

/2川位
。

祝
う
は
ず
で
し
志
、
五

:

躍

際

i
g評
議

午

後

8
時

「

半

熱

卵

」

柴
崎
弔

画
は
、
翌
年
、
東
京
、
広
島
、
た
だ
し
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は

長
崎
で
計
六
回
、
初
め
て
/
l

「
広
島

・
長
崎
に
お
け
る
原
子

カ
ッ
ト
で
よ
映
さ
れ
た
が
、
同
爆
弾
の
災
害
」
に
変
え
る
と
い

時
通
訳
方
式
で
、
日
本
語
版
製
う
。
「
最
低
三
セ
ッ
ト
は
作
り

作
は
見
送
ち
れ
た
。

た
い
」
と
し
、
約
二
千
万
円
の

撮
影
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
。
製
作
費
が
必
要
だ
が
、
一
口
三

「
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
こ
千
円
の
募
金
を
募
り
、
乗
り
切

の
原
爆
記
録
映
画
を
H

幻
H

に
る
つ
も
り
だ
。

終
わ
ろ
せ
た
く
な
い
」
と
一
百
う
製
作
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

人
た
ち
の
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
元
に
映
画

し
て
「
離
で
も
ど
と
で
も
見
ろ
「
予
言
」
を
製
作
し
た
羽
仁
進

れ
る
よ
う
に
」
、
「
平
和
の
た
監
留
は
ご
カ
ッ
ト
ご

(4 ) 〈月曜日〉1994年句 O月句 O目合最ノ、議斤阻宵

敗
戦
直
後
、
日
本
映
画
社

(当
時
)
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

被
爆
の
街
・
広
島
・
長
崎
の
惨
状
を

撮
影
レ
た
ρ
幻
u

の
原
爆
記
録
映
画
が
存
在
す
る
。
来
年
は
被
爆
か、
h
孟
十
年
。

「平
和
博
物

館宇佐
劃
歪
宮
」

(
望
日
小
・
港
区
)
で
は
、

「
来
年
の
事
選
ぎ
た
ら
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
永
久

に
埋
も
れ
れ
怯
京
ま
に
な
っ
て
し
き
っ
」
と
、
日
本
語
の
完
全
復
元
版
製
作
運
動
に
急
き
ょ
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
h
句

国壬きr(第3種郵便物惚 可)

装
飾
と
し
て
も

ポ
ピ
l
シ
l
ド
は
、
日
本

で
も
和
風
料
理、

パ
ン
、
七

味
唐
辛
子
に
使
わ
れ
て
い
る

ス
パ
イ
ス
で
す。

ポ
ピ

1
は
、
日
本
名
で
ケ

シ
。
そ
の
さ
く
果
の
と
と
を

密
粟
(
お
う
ぞ
く
)
坊
主
と

言
い
ま
す
。
畠
(
お
う
)
の

字
は
、
瓶
、
缶
を
意
味
す
る

字
で
す
。
ま
る
で
ケ
シ
の
実

が
、瓶
の
よ
う
な
さ
く
果
に
、

粟
粒
の
よ
う
に
種
子
が
入
っ

て
い
る
と
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
漢
方
で
は

乙
の
さ
く
果
を
、
題
粟
殻
と

い
い
、
下
痢
止
め
に
使
い
ま

第守 077号

日本語版製作の意図を鱈る羽仁監督 ら (28日)

こ
の
映
画
の
原
題
は
「
広
島

.
長
崎
に
お
り
る
原
子
爆
弾
の

効
果
」

。
白
黒
三
五
ミ
リ
、
一
一

時
間
四
十
五
分
に
わ
た
る
長
編

記
録
映
画
だ
。一

般
的
な
被
爆

被
害
の
ほ
か
に
、
科
学
者
に
よ

る
物
理
学
的
検
証
(
放
射
能
、

影
、
熱
)
、
医
学
的
検
証
(
人

体
へ
の
影
響
)
、
生
物
へ
の
影

響
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

「
被
災
を
語
る
原
点
」
と
も
言

え
る
質
量
な
フ
ィ
ル
ム
だ
。

日
本
映
画
社
の
岩
崎
一
組
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
(
故
人
)
色
、
約

三
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
撮
影
に

妙
っ
て
、
糖
蜜
を
混
ぜ
あ
わ

せ
た
香
ば
し
い
食
べ
物
が
あ

っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
紀
元
二
世
紀
に
は
、
ギ

リ
シ
ア
の
医
師
ガ
l
レ
ン

が
、
香
り
高
い
パ
ン
を
焼
く

た
め
に
、
小
麦
粉
に
ポ
ピ
1

入
っ
た
の
は
、
被
爆
一
カ
月
半

後
の
一
九
四
五
年
九
月
下
旬
。

撮
影
ス
タ
ッ
フ
は
、
物
理
班
、

医
学
班
に
分
か
れ
、
放
射
能
測

定
を
す
る
科
学
者
の
姿
や
、
救

護
所
、
病
院
で
の
様
子
な
ど
を

克
明
に
記
録
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
は
翌
四
六
年
五
月

に
完
成
し
た
が
、
当
時
の
米
占

領
軍
は
英
語
版
を
先
に
作
ち

せ
、
完
成
と
同
時
に
、
本
編
と

原
板
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ル
ム

の
切
り
く
ず
ま
で
米
国
に
持
ち

帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
乙

の
フ
ィ
ル
ム
は
箪
事
機
密
の
も

と
H

幻
μ

と
し
て
隠
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
た
。

二
十
一
年
後
の
六
七
年
十
一

月
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
よ
う
や

く
文
部
省
に
返
還
さ
れ
た
。
翌

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
マ

と
同
様
に
、
妙
っ
た
り
加
熱

す
る
と、

大
変
香
ば
し
い
芳

香
を
放
つ
よ
う
に
な
る
の
で

す。
ポ
ピ
i
シ
l
ド
は
芳
香
成

分
で
あ
る
糟
油
を
、
ほ
と
ん

年
四
月
、

N
H
Kが
世
論
に
押

さ
れ
る
形
で
放
映
し
た
が
、
政

府
の
意
向
で
「
人
体
に
対
す
る

影
響
」
の
核
心
部
分
か
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
た
。
「
乙
乙
で
も
、

死
を
前
に
し
た
人
閣
の
苦
し

み
、
被
爆
者
の
本
当
の
姿
は
隠

さ
れ
た
ま
ま
」
だ
っ
た
。

八
一
年
、
米
国
に
眠
っ
て
い

る
フ
ィ
ル
ム
を
掘
り
起
と
し
反

核
映
画
を
作
ろ
う
と
、
平
和
博

物
館
を
創
る
会
を
母
体
に
、
映

画
人
や
市
毘
ち
が
進
め
る
「
叩

フ
ィ
ー
ト
運
動
」
の
中
で
、
米

国
国
立
公
文
書
館
か
ら
直
接
映

画
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し

た
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ζ
の
映

来
夏
完
成
目
指
す

ど
含
み
ま
せ
ん
か
、
指
肪
分

を
約
五

O
物
含
ん
で
い
ま

す
。
ポ
ピ
l
の
油
は
オ
リ
ー

ブ
油
よ
り
も
酸
化
し
に
く
く

香
味
感
が
弱
い
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

と
れ
を
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
ト

砂150‘

3語
ポピーシード

(
Q』〈
畠
)
と
称
し
て
売

っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
を
加
熱

す
る
と
、
脂
肪
油
が
変
化
し

て
、
ナ
ッ
ツ
の
ょ
っ
ょ
香
り

が
し
ま
す
。

ポ
ピ
l
シ
1
ド
を
効
果
的

に
使
う
に
は
、
加
熱
調
理
を

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

と
と
に
な
り
ま
す
。
も
つ
ひ

と
つ
の
使
い
方
は
、
シ
ー
ド

の
も
つ
白
色
、
黄
色
、
脅
灰

色
な
ど
の
色
調
ゃ
、
形
を
料

理
の
装
飾
と
し
て
使
っ
て
楽

し
め
る
と
と
で
す
。
日
本
で

出
回
っ
て
い
る
も
の
は
、
白

色
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
欧

米
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
も
の

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ピ
l
の
未
熟
果
は
、
麻

酔
成
分
で
あ
る
ア
へ
ン
ア
ル

カ
ロ
イ
ド
や
モ
ル
ヒ
永
が
含

ま
れ
て
い
る
乙
と
で
有
名
で

す
が
、
ポ
ピ
l
シ
l
ド
(
種

子
部
)
に
は
、
全
く
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

(資
措
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・

武
政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細

田
貞
一

)

阿
川
凶
]

V
一
人
芝
居
「
冬
の
銀
河
」

同
日
間
凶
時
ほ
く
ほ
く
劇

場
(
京
主
・
つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
パ

ス
「晃
華
学
園
」
下
車
7
分
)

エ
イ
ズ
と
闘
う
あ
る
血
友
病
患

者
の
訴
え
申
込
み
・:
調
布
市

北
部
公
民
館
宮
0
4
2
4
・
回

・っ5
9
8
無
料
印
名

曹
三
イ
ン
タ
ー
ノ
シ
ョ
ナ
ル

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
⑦

オ
ラ
ン
ダ
の
食
生
活
で
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
が

オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。

週
む
と
児
、
町
の
中
心
部

に
あ
る
ふ
だ
ん
は
駐
車
場
な

ど
の
広
場
や
通
り
が
、
朝
早

く
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
で
は
る
ば

る
や
っ
て
来
た
肉
、
パ
ン
、

チ
l
ズ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
果

物
、
き
の
と
、
各
種
ス
パ
イ

ス
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
を
専
門
に

扱
う
庖
、
ま
た
花
屋
、
靴
屋
、

寝
具
屋
等
の
生
活
昂
屈
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
。

屈
の
並
ん
だ
通
路
は
帆
布

の
テ
ン
ト
が
庇
の
よ
う
に
か

け
ち
れ
、
雨
の
日
も
風
の
日

も
買
い
物
館
片
手
の
老
若
男

女
で
に
ぎ
わ
う
。
市
価
よ
り

は
ず
っ
と
安
価
で
新
鮮
な
晶

が
と
と
で
は
手
に
入
る
。

夫
の
海
外
赴
任
で
新
し
く

と
の
町
の
住
入
と
な
っ
た
日

本
人
家
族
は
、
例
外
な
く
先

誼
奥
様
に
よ
っ
て
乙
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
と
り
わ
け
町
の
魚

屋
よ
り
も
種
類
も
震
も
豊
富

な
こ
乙
の
魚
屋
に
案
内
さ
れ

る
。
タ
ラ
類
、
ヒ
ラ
メ
や
カ

レ
イ
類
、
ニ
ジ
マ
ス
、
サ
ケ
、

ス
ズ
キ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
等

の
鮮
魚
に
却
え
て
エ
ビ
、
ィ

ヵ
、
カ
キ
や
ム
l
ル
員
、
そ

し
て
嬬
製
の
ウ
ナ
ギ
や
サ
パ

な
ど
が
所
狭
し
と
盛
ら
れ
て

い
る
。魚
屋
を
の
ぞ
い
て
い
る
人

々
を
見
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人

よ
り
も
東
洋
人
が
多
い
。

在
住
日
本
人
が
め
つ
き
り

増
え
、
そ
の
需
要
を
知
っ
て

か
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
名

な
オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト、

ア
ル
パ
1
ト
カ
イ
プ
通
り
に

時
折
り
マ
グ
ロ
が
お
目
見
え

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

最
近
の
乙
と
で
あ
る
。

あ
る
目
、
買
い
出
し
に
行

併紛多かずWサァふ
d争〈

||魚料理の-

〆パチマグロ

き
魚
屋
の
前
を
通
り
か
か
る

と
「
ア
ジ
、
マ
グ
ロ
、
シ
ン

セ
ン
f
オ
サ
シ
ミ
f
」
と
、

前
掛
け
を
か
け
た
お
兄
さ
ん

が
日
本
語
で
呼
び
止
め
る
。

屋
台
の
よ
に
は
小
握
り
の
マ

グ
ロ
の
半
身
が
横
た
え
ら

れ
、
一
キ
ロ
ほ
ど
の
切
り
身

の
塊
が
い
く
つ
も
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
へ
、
バ
ケ
ツ
を
下
げ

た
前
掛
け
の
お
兄
さ
ん
が
進

み
出
る
と
、
あ
っ
と
思
う
間

も
な
く
大
き
な
タ
ワ
シ
に
た

っ
ぷ
り
と
水
を
含
ま
せ
マ
グ

ロ
の
切
り
口
に
、
パ
ッ
パ
ッ

と
握
り
か
け
た
の
で
あ
る
f

魚
の
乾
き
を
防
ぎ
、
見
か
け

を
よ
く
す
る
た
め
か
。
と
も

あ
れ
私
の
お
刺
身
の
食
卓
の

夢
は
瞬
時
に
消
し
飛
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
、

魚
を
素
早
く
古
新
聞
紙
に
く

る
む
風
祭
は
、
い
ず
こ
も
同

じ
で
ホ
ッ
と
さ
せ
ち
れ
る
。

(古
川
ひ
で
子
)

古
川
ひ
で
子
H
O
A機
器

メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す
る
夫
の

赴
任
に
伴
い
、
一
九
八
七
年

か
色
四
年
八
か
月
間
、
オ
ラ

ン
ダ
に
滞
在
。
帰
国
し
て
現

在
、
静
岡
県
在
住
。

魚の上 (30事ンくらい)から塩
を鐙る。塩の鐙は魚の 2~診。切
り身は焼く30分前、一匹魚は10
分前くらU、。アユなど味の淡白

な魚は味がしみやすいので、焼

く直前に。姿焼きのとき、焼け

焦げレたくないヒレや尾は、さ

らに指先で粗塩をまぶしてお

く。

塩のふり方

浪リ
定

量
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飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
総
決
算

|入場者延べ8000人|

制大日本 水 産会 ・

おさかな普及協議会

子供づれの客でにぎわうフリーマーケット

合

会

どうぞらよろしれ紋の新作〆ユューで旬、

、
・、
'‘ 
11¥ ~ j‘ 
-・，‘
・r..~ .~ ...' ・

表示の標準小売価格には消費税(;1:含まれておりません

汐
ん
ψ
タ
り
グ
υグ

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
十
月
か
ら
始
人
の
見
事
な
ま
で
の
裏
切
り
が
に
し
た
二
人
の
女
性
と
、
典
子
目
、
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
十
う
。
リ
l
で
楽
し
め
る
グ
ド
ラ
マ
に

メ
ア
メ
圃
，
ソ
ん
紗
ん
βγ

ま
る
連
続
ド
ラ
マ
。
女
性
た
ち
発
覚
f
新
し
い
職
場
で
も
慣
れ
と
彩
と
同
居
を
す
る
賢
(
柳
葉
回
、
午
後
八
時
か
ち
八
時
五
十
長
女
の
結
花
(
田
中
律
子
)
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
で
も
、

グ
り
ん
・

函

浄
ろ

グ

の
活
盟
は
ひ
と
し
お
。
秋
も
フ
な
い
仕
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
壁
。

敏
郎
)
、
そ
の
突
・
香
奈
(
水
四
分
ま
で
放
送
さ
れ
る
の
が
、
は
デ
パ
ー
ト
勤
め
。
た
だ
し
、
四
人
は
本
物
の
家
族
の
よ
う
に

ゲ
ケ
グ
ー
が
ん
d
f
dグ
V

ジ
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
は
女
性
中
重
労
働
に
疲
れ
切
る
毎
日
:
・。

野
真
紀
)
、
の
ち
の
典
子
の
恋
ラ
ブ
・
コ
メ
デ
ィ
「
半
熟
卵
」
。

仕
事
は
マ
ン
ネ
リ
気
味
。
次
女
仲
良
く
、
「
み
な
で
食
事
に
行

γJo
h
膨
れ
y
f
d
y
f

心
で
す
。

典
子
の
親
友
・
彩

(
松
下
由
人
と
な
る
裕
之
(
仲
村
ト
オ
ル
)
璽
原
近
郊
の
閑
静
な
住
宅
街
の
歌
南

(
内
固
有
紀
)
は
高
校
乙
う
」
と
か
、
朝
か
ら
食
べ
る

ら
汐
田
園
万

'J
ん
ん

二
十
日
か
ら
始
ま
る
木
曜
劇
樹
)
は
商
社
に
勤
め
ま
し
た
が
、
な
ど
が
絡
み
、
さ
ら
に
両
親
の
で
;
唯
一
さ
わ
が
レ
ゲ
大
生
、
一
家
の
台
風
の
目
。
=
一
女
・
話
ば
か
り
f
イ
キ
の
あ
っ
た
と

ソ

ノ

ん

〆

ダ

ガ

場
「
却
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
(
十
仕
事
に
満
足
せ
ず
報
道
カ
メ
ラ
問
題
な
ど
を
含
め
、
女
た
ち
の
場
家
は
、
母
と
娘
三
一
人
、
奇
襲
生
(
と
も
さ
か
り
え
)
は
中
乙
ろ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

L
k
d
心
断
円
ψ
グ
ソ
グ
'

二
月
二
十
二
日
ま
で
全
十
回
。
マ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
生
き
方
と
μ
幸
せ
探
し
H

を
描
か
り
の
四
人
家
肢
で
す
。
六
年

学

生
。
家
族
の
誰
よ
り
も
冷
静
加
え
て
、
軍
華
な
の
が
脇
役

汐
/
j
J

酌
れ
楢
同

μ
yソ
グ
f

毎
木
曜
午
後
十
時
か
ら
十
時
五
仕
事
は
充
実
、
彊
り
切
っ
て
い
き
ま
す
。
前
に
夫
を
失
い
、
保
険
の
外
交
で
、
大
人
。
将
来
の
人
生
設
計
陣
。
町
子
を
一
途
に
思
い
続
け

グ
ワ
庁
/
A汁
』
畑
ιグ/ソ

十

四

分

)

。

ま

す

。

し

か

し

現

実

主

義

者

で

企

画

・
宅
間
秋
史
、
脚
本
・

を
し
て
一
家
を
享
え
る
母
親
の
も
着
実
に
立
て
て
い
ま
す
。
る
ラ
ー
メ
ン
屋
に
田
原
俊
彦
が

九

9z
d〆
メ

二
十
九
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
あ
る
恋
人
・
達
也
(
竹
下
欣
伸
〉
鎌
田
敏
夫
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

・

町
子
(
篠
ひ
ろ
き
と
い
う
と
、
と
ん
な

一家
が
篠
ひ
ろ
子
の
久
々
の
三
枚
目
で
出
演
。
結
花

シ
e
'
Fη7d
前
に
、
仕
事
も
黙
久
も
友
情
も
は
、
他
の
女
性
と
結
婚
し
て
し
中
山
和
記
、
演
出
・
鈴
木
雅
之
、
大
変
な
し
っ
か
り
も
の
の
よ
う
楽
し
い
お
母
さ
ん
を
中
心
に
、
の
婚
約
者
に
森
脇
健
児
、
結
花

'
d
'
b
w
ψ
r
d
壁

に

ぶ

つ

か

り

、

掻

れ

動

く

女

ま

っ

て

い

ま

す

。

星

田

良

子

。

で

す

が

、

実

は

?

ハ

l
で
、
笑
わ
せ
、
時
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
が
本
気
で
惚
れ
て
し
ま
う
ア
イ

ぷ

阿

J
Hげ
引
刈
外
1
グ

性
の
気
持
ち
一
を
描
い
た
、
大
人
そ
ん
な
設
定
で
、
三
十
を
前
二
十
一
日
か
ら
毎
週
金
曙
ま
る
で
四
姉
妹
の
末
娘
の
よ
か
せ

4
琶
代
オ
l
ル
フ
ァ
ざ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
夢
中
な
青
年
に

ルノ
，
L
円
晴
E
S
Vグ

向

け

の

味

の

あ

る

ド

ラ

マ

で

碍

薄

遇

醤

包

必

阻

四

回

聞

週

週

聞

広

重
議

議

i

f
a
i
t温
想
滋
議
露
大
浦
龍
字
て
結
花
の
憧
れ
の

νh咽
7υ
シ

J

ピざ
いlj
肱
置
眠
障
B
Z
a

u
額
欄一一

vi¥J:tv一函
懇
織
田

κa限切
れ

す

。

く

ス

長

率

轟

圃

列

J
蜘

榊

瞬

ず

毒

薬

量

販

機

内

上
司
に
鶴
見
鹿
吾
な
ど
、
多
土

ヴ
シ
ね
溜
綱
方
ι

矢
吹
典
子
(
山
口
智
子
)
は
、

'
B
マ

一「J

翻
除
問

M
圃
す
議
芳
柳

母

闘機
J

仁

子
ぶ

院

院

付

悩

畷

際

、

彩
々
。
毎
回
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ヌ

嵐

タ

ツ

一
干
九
歳
。
大
学
率
業
後
ア
パ
描

ス

的

遺

訓

郡

-T
喜

一

台

同

園

湛

掴

圃

酬

明

に
、
内
田
有
紀
夫
章
一

グノ円
ruら
ク

叶
1

J
g
~襲
撃
警
豊
富

官
、
勺
若
a

・3園
調
関
翠
y

ynκ
努
ρ

レ
ル
メ
ー
カ

ー

に

就

職

、

企

画

右

リ

附

懸

級

機

毅

機

懇

翠

ゑ

議

静

一
一
プ

ld闘
鵬

震

航

が
、
カ
ラ
オ
ケ
で
デ
ュ
エ
ッ
ト

doe-失グ
部
に
配
属
さ
れ
、
夢
を
持
っ
て
一

ノ

ク

議

繋

線

鶴

綴

撃

機

騒

山

L
P
H
L
H

騒

伊

島

EEE・
圃

属

製

ヘ
え

す
る
H

お
楽
し
み
H

も
つ
い
て

%

区

ル

舷

バ

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
o
と
と

き

の

ヤ

ι匂
長
持
議
路
四
九
b
L

樹

齢

副

圃

圃

・

・

・

藤

忠

い
ま
す
。

向

閣

の

九

?

と

宅

金

は

新

色

ヤ

一
斜

陽

;

明

感

輔

副

樹

園

・

圃

賜

昨
日

ま
た
、
脚
本
の
梅
田
み
か
は

咽
幅

削

冨

利

男

規
事
業
の
一
環
と
し
て
、
レ
ス

州

コ

2

γ
ム

園

町

棚
円

隣

国

柄

品

一ユ

・

画

・

・

・

・

・

・

壊

と

連
続
ド
ラ
マ
に
初
挑
戦
。
ラ
ジ

ク
，
色

A
a
u汁
ぷ
/

J

帽

「
1

一ト

h---F'F勧旨
・

コ

務総
ι

一斉
姐
週
溢
圏
圏
圃
・
・
・
園
調
護
ら

物
以
刀
仰

い
お
り
刊
王
子
抑
制

購
幽
田
昌

ん

え
間
隔
は
リ

γ
5
5阿部れ

U一
一

叫

一

万

に
わ
伝

子

安

と

一

昨

酔

一

関

v
t樹母
娘
4
人

の

ラ

ブ

コ

メ

一
ア
ド
ド
史
、
プ
ロ
デ

/
4
フ

テ

方

緒
に
パ
1
ス
デ
l
デ
ィ
ナ
ー
を

aZ
J

木

議

議

ら
由

ュ
l
ス
・
演
出
・
楠
田
泰
之
、

初

/2川位
。

祝
う
は
ず
で
し
志
、
五

:

躍

際

i
g評
議

午

後

8
時

「

半

熱

卵

」

柴
崎
弔

画
は
、
翌
年
、
東
京
、
広
島
、
た
だ
し
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は

長
崎
で
計
六
回
、
初
め
て
/
l

「
広
島

・
長
崎
に
お
け
る
原
子

カ
ッ
ト
で
よ
映
さ
れ
た
が
、
同
爆
弾
の
災
害
」
に
変
え
る
と
い

時
通
訳
方
式
で
、
日
本
語
版
製
う
。
「
最
低
三
セ
ッ
ト
は
作
り

作
は
見
送
ち
れ
た
。

た
い
」
と
し
、
約
二
千
万
円
の

撮
影
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
。
製
作
費
が
必
要
だ
が
、
一
口
三

「
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
こ
千
円
の
募
金
を
募
り
、
乗
り
切

の
原
爆
記
録
映
画
を
H

幻
H

に
る
つ
も
り
だ
。

終
わ
ろ
せ
た
く
な
い
」
と
一
百
う
製
作
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

人
た
ち
の
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
元
に
映
画

し
て
「
離
で
も
ど
と
で
も
見
ろ
「
予
言
」
を
製
作
し
た
羽
仁
進

れ
る
よ
う
に
」
、
「
平
和
の
た
監
留
は
ご
カ
ッ
ト
ご

(4 ) 〈月曜日〉1994年句 O月句 O目合最ノ、議斤阻宵

敗
戦
直
後
、
日
本
映
画
社

(当
時
)
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

被
爆
の
街
・
広
島
・
長
崎
の
惨
状
を

撮
影
レ
た
ρ
幻
u

の
原
爆
記
録
映
画
が
存
在
す
る
。
来
年
は
被
爆
か、
h
孟
十
年
。

「平
和
博
物

館宇佐
劃
歪
宮
」

(
望
日
小
・
港
区
)
で
は
、

「
来
年
の
事
選
ぎ
た
ら
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
永
久

に
埋
も
れ
れ
怯
京
ま
に
な
っ
て
し
き
っ
」
と
、
日
本
語
の
完
全
復
元
版
製
作
運
動
に
急
き
ょ
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
h
句

国壬きr(第3種郵便物惚 可)

装
飾
と
し
て
も

ポ
ピ
l
シ
l
ド
は
、
日
本

で
も
和
風
料
理、

パ
ン
、
七

味
唐
辛
子
に
使
わ
れ
て
い
る

ス
パ
イ
ス
で
す。

ポ
ピ

1
は
、
日
本
名
で
ケ

シ
。
そ
の
さ
く
果
の
と
と
を

密
粟
(
お
う
ぞ
く
)
坊
主
と

言
い
ま
す
。
畠
(
お
う
)
の

字
は
、
瓶
、
缶
を
意
味
す
る

字
で
す
。
ま
る
で
ケ
シ
の
実

が
、瓶
の
よ
う
な
さ
く
果
に
、

粟
粒
の
よ
う
に
種
子
が
入
っ

て
い
る
と
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
漢
方
で
は

乙
の
さ
く
果
を
、
題
粟
殻
と

い
い
、
下
痢
止
め
に
使
い
ま

第守 077号
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こ
の
映
画
の
原
題
は
「
広
島

.
長
崎
に
お
り
る
原
子
爆
弾
の

効
果
」

。
白
黒
三
五
ミ
リ
、
一
一

時
間
四
十
五
分
に
わ
た
る
長
編

記
録
映
画
だ
。一

般
的
な
被
爆

被
害
の
ほ
か
に
、
科
学
者
に
よ

る
物
理
学
的
検
証
(
放
射
能
、

影
、
熱
)
、
医
学
的
検
証
(
人

体
へ
の
影
響
)
、
生
物
へ
の
影

響
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

「
被
災
を
語
る
原
点
」
と
も
言

え
る
質
量
な
フ
ィ
ル
ム
だ
。

日
本
映
画
社
の
岩
崎
一
組
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
(
故
人
)
色
、
約

三
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
撮
影
に

妙
っ
て
、
糖
蜜
を
混
ぜ
あ
わ

せ
た
香
ば
し
い
食
べ
物
が
あ

っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
紀
元
二
世
紀
に
は
、
ギ

リ
シ
ア
の
医
師
ガ
l
レ
ン

が
、
香
り
高
い
パ
ン
を
焼
く

た
め
に
、
小
麦
粉
に
ポ
ピ
1

入
っ
た
の
は
、
被
爆
一
カ
月
半

後
の
一
九
四
五
年
九
月
下
旬
。

撮
影
ス
タ
ッ
フ
は
、
物
理
班
、

医
学
班
に
分
か
れ
、
放
射
能
測

定
を
す
る
科
学
者
の
姿
や
、
救

護
所
、
病
院
で
の
様
子
な
ど
を

克
明
に
記
録
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
は
翌
四
六
年
五
月

に
完
成
し
た
が
、
当
時
の
米
占

領
軍
は
英
語
版
を
先
に
作
ち

せ
、
完
成
と
同
時
に
、
本
編
と

原
板
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ル
ム

の
切
り
く
ず
ま
で
米
国
に
持
ち

帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
乙

の
フ
ィ
ル
ム
は
箪
事
機
密
の
も

と
H

幻
μ

と
し
て
隠
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
た
。

二
十
一
年
後
の
六
七
年
十
一

月
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
よ
う
や

く
文
部
省
に
返
還
さ
れ
た
。
翌

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
マ

と
同
様
に
、
妙
っ
た
り
加
熱

す
る
と、

大
変
香
ば
し
い
芳

香
を
放
つ
よ
う
に
な
る
の
で

す。
ポ
ピ
i
シ
l
ド
は
芳
香
成

分
で
あ
る
糟
油
を
、
ほ
と
ん

年
四
月
、

N
H
Kが
世
論
に
押

さ
れ
る
形
で
放
映
し
た
が
、
政

府
の
意
向
で
「
人
体
に
対
す
る

影
響
」
の
核
心
部
分
か
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
た
。
「
乙
乙
で
も
、

死
を
前
に
し
た
人
閣
の
苦
し

み
、
被
爆
者
の
本
当
の
姿
は
隠

さ
れ
た
ま
ま
」
だ
っ
た
。

八
一
年
、
米
国
に
眠
っ
て
い

る
フ
ィ
ル
ム
を
掘
り
起
と
し
反

核
映
画
を
作
ろ
う
と
、
平
和
博

物
館
を
創
る
会
を
母
体
に
、
映

画
人
や
市
毘
ち
が
進
め
る
「
叩

フ
ィ
ー
ト
運
動
」
の
中
で
、
米

国
国
立
公
文
書
館
か
ら
直
接
映

画
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し

た
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ζ
の
映

来
夏
完
成
目
指
す

ど
含
み
ま
せ
ん
か
、
指
肪
分

を
約
五

O
物
含
ん
で
い
ま

す
。
ポ
ピ
l
の
油
は
オ
リ
ー

ブ
油
よ
り
も
酸
化
し
に
く
く

香
味
感
が
弱
い
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

と
れ
を
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
ト

砂150‘

3語
ポピーシード

(
Q』〈
畠
)
と
称
し
て
売

っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
を
加
熱

す
る
と
、
脂
肪
油
が
変
化
し

て
、
ナ
ッ
ツ
の
ょ
っ
ょ
香
り

が
し
ま
す
。

ポ
ピ
l
シ
1
ド
を
効
果
的

に
使
う
に
は
、
加
熱
調
理
を

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

と
と
に
な
り
ま
す
。
も
つ
ひ

と
つ
の
使
い
方
は
、
シ
ー
ド

の
も
つ
白
色
、
黄
色
、
脅
灰

色
な
ど
の
色
調
ゃ
、
形
を
料

理
の
装
飾
と
し
て
使
っ
て
楽

し
め
る
と
と
で
す
。
日
本
で

出
回
っ
て
い
る
も
の
は
、
白

色
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
欧

米
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
も
の

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ピ
l
の
未
熟
果
は
、
麻

酔
成
分
で
あ
る
ア
へ
ン
ア
ル

カ
ロ
イ
ド
や
モ
ル
ヒ
永
が
含

ま
れ
て
い
る
乙
と
で
有
名
で

す
が
、
ポ
ピ
l
シ
l
ド
(
種

子
部
)
に
は
、
全
く
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

(資
措
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・

武
政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細

田
貞
一

)

阿
川
凶
]

V
一
人
芝
居
「
冬
の
銀
河
」

同
日
間
凶
時
ほ
く
ほ
く
劇

場
(
京
主
・
つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
パ

ス
「晃
華
学
園
」
下
車
7
分
)

エ
イ
ズ
と
闘
う
あ
る
血
友
病
患

者
の
訴
え
申
込
み
・:
調
布
市

北
部
公
民
館
宮
0
4
2
4
・
回

・っ5
9
8
無
料
印
名

曹
三
イ
ン
タ
ー
ノ
シ
ョ
ナ
ル

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
⑦

オ
ラ
ン
ダ
の
食
生
活
で
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
が

オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。

週
む
と
児
、
町
の
中
心
部

に
あ
る
ふ
だ
ん
は
駐
車
場
な

ど
の
広
場
や
通
り
が
、
朝
早

く
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
で
は
る
ば

る
や
っ
て
来
た
肉
、
パ
ン
、

チ
l
ズ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
果

物
、
き
の
と
、
各
種
ス
パ
イ

ス
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
を
専
門
に

扱
う
庖
、
ま
た
花
屋
、
靴
屋
、

寝
具
屋
等
の
生
活
昂
屈
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
。

屈
の
並
ん
だ
通
路
は
帆
布

の
テ
ン
ト
が
庇
の
よ
う
に
か

け
ち
れ
、
雨
の
日
も
風
の
日

も
買
い
物
館
片
手
の
老
若
男

女
で
に
ぎ
わ
う
。
市
価
よ
り

は
ず
っ
と
安
価
で
新
鮮
な
晶

が
と
と
で
は
手
に
入
る
。

夫
の
海
外
赴
任
で
新
し
く

と
の
町
の
住
入
と
な
っ
た
日

本
人
家
族
は
、
例
外
な
く
先

誼
奥
様
に
よ
っ
て
乙
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
と
り
わ
け
町
の
魚

屋
よ
り
も
種
類
も
震
も
豊
富

な
こ
乙
の
魚
屋
に
案
内
さ
れ

る
。
タ
ラ
類
、
ヒ
ラ
メ
や
カ

レ
イ
類
、
ニ
ジ
マ
ス
、
サ
ケ
、

ス
ズ
キ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
等

の
鮮
魚
に
却
え
て
エ
ビ
、
ィ

ヵ
、
カ
キ
や
ム
l
ル
員
、
そ

し
て
嬬
製
の
ウ
ナ
ギ
や
サ
パ

な
ど
が
所
狭
し
と
盛
ら
れ
て

い
る
。魚
屋
を
の
ぞ
い
て
い
る
人

々
を
見
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人

よ
り
も
東
洋
人
が
多
い
。

在
住
日
本
人
が
め
つ
き
り

増
え
、
そ
の
需
要
を
知
っ
て

か
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
名

な
オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト、

ア
ル
パ
1
ト
カ
イ
プ
通
り
に

時
折
り
マ
グ
ロ
が
お
目
見
え

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

最
近
の
乙
と
で
あ
る
。

あ
る
目
、
買
い
出
し
に
行

併紛多かずWサァふ
d争〈

||魚料理の-

〆パチマグロ

き
魚
屋
の
前
を
通
り
か
か
る

と
「
ア
ジ
、
マ
グ
ロ
、
シ
ン

セ
ン
f
オ
サ
シ
ミ
f
」
と
、

前
掛
け
を
か
け
た
お
兄
さ
ん

が
日
本
語
で
呼
び
止
め
る
。

屋
台
の
よ
に
は
小
握
り
の
マ

グ
ロ
の
半
身
が
横
た
え
ら

れ
、
一
キ
ロ
ほ
ど
の
切
り
身

の
塊
が
い
く
つ
も
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
へ
、
バ
ケ
ツ
を
下
げ

た
前
掛
け
の
お
兄
さ
ん
が
進

み
出
る
と
、
あ
っ
と
思
う
間

も
な
く
大
き
な
タ
ワ
シ
に
た

っ
ぷ
り
と
水
を
含
ま
せ
マ
グ

ロ
の
切
り
口
に
、
パ
ッ
パ
ッ

と
握
り
か
け
た
の
で
あ
る
f

魚
の
乾
き
を
防
ぎ
、
見
か
け

を
よ
く
す
る
た
め
か
。
と
も

あ
れ
私
の
お
刺
身
の
食
卓
の

夢
は
瞬
時
に
消
し
飛
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
、

魚
を
素
早
く
古
新
聞
紙
に
く

る
む
風
祭
は
、
い
ず
こ
も
同

じ
で
ホ
ッ
と
さ
せ
ち
れ
る
。

(古
川
ひ
で
子
)

古
川
ひ
で
子
H
O
A機
器

メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す
る
夫
の

赴
任
に
伴
い
、
一
九
八
七
年

か
色
四
年
八
か
月
間
、
オ
ラ

ン
ダ
に
滞
在
。
帰
国
し
て
現

在
、
静
岡
県
在
住
。

魚の上 (30事ンくらい)から塩
を鐙る。塩の鐙は魚の 2~診。切
り身は焼く30分前、一匹魚は10
分前くらU、。アユなど味の淡白

な魚は味がしみやすいので、焼

く直前に。姿焼きのとき、焼け

焦げレたくないヒレや尾は、さ

らに指先で粗塩をまぶしてお

く。

塩のふり方

浪リ
定

量
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!雲亨長EえZ喜三議主ミ 会議室主室て三E原票 差習了宗丈丈
8せそ子製」ド奮ン画秘山 長ま:うがれパ(官れ・ 一時ケち fの
"し、作 '93' ":'シ 103密 いでな超いパ盆畢た九 明代ツや主行
3ち ト・ B 10アス分の 列大売格な。ぎ程こ段 ie!:. 11 一ぷ長 l脚昼/ニ ・ 、花 がきれ安子安。弓のの つをの」君。
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|入場者延べ8000人|

制大日本 水 産会 ・

おさかな普及協議会

子供づれの客でにぎわうフリーマーケット

合

会
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